
戦
間
期
大
阪
に
於
け
る
「
接
客
婦
」
と
そ
の
運
動藤

目

ゆ

き

戦閥期大阪に於ける「接客婦」とその運動（藤目）

は
　
じ
　
め
　
に

　
高
度
な
職
業
的
技
術
や
熟
練
を
必
要
と
せ
ず
、
容
易
に
就
業
で
き
、
サ
ー

ビ
ス
次
第
で
比
較
的
高
い
収
入
の
得
ら
れ
る
風
俗
産
業
は
、
七
島
期
を
通
し

　
　
　
　
　
　
①

て
窮
貧
層
の
婦
人
を
吸
引
し
続
け
た
。
　
一
九
二
七
年
四
月
一
日
現
在
、
娼
妓
、

芸
妓
、
女
給
な
ど
の
「
接
客
婦
」
は
女
工
を
除
い
た
「
職
業
婦
人
」
総
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

二
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
強
を
占
め
、
何
れ
の
職
業
婦
人
よ
り
も
多
数
に
上
る
。

エ
ロ
グ
β
ナ
ン
セ
ン
ス
と
雷
わ
れ
た
昭
稲
恐
慌
下
の
世
相
は
挫
の
商
品
化
に

拍
車
を
か
け
、
ま
た
三
〇
年
代
中
期
に
は
、
工
場
か
ら
解
雇
さ
れ
て
失
業
者

に
な
っ
た
者
や
疲
弊
し
た
農
村
か
ら
新
た
に
流
出
し
て
ゆ
く
女
性
の
中
に
芸

…
媚
妓
、
酌
婦
、
女
給
に
な
る
も
の
が
急
増
し
、
社
会
問
題
に
な
っ
た
。
蓑
稼

業
だ
け
で
は
生
活
の
成
り
立
た
な
い
搾
取
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
娼
妓
以
外
の

「
接
客
婦
」
も
ま
た
、
日
常
的
に
娼
婦
化
を
促
さ
れ
た
。
三
〇
年
代
を
通
し

て
、
検
挙
さ
れ
た
「
密
売
淫
婦
」
は
、
常
習
的
私
娼
と
推
測
さ
れ
る
無
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
次
い
で
女
給
が
多
く
、
次
い
で
仲
居
、
芸
妓
が
多
い
。

　
従
来
の
歴
史
研
究
に
あ
っ
て
は
、
芸
妓
、
娼
妓
な
ど
の
「
接
客
婦
」
は
、

そ
の
境
涯
の
過
酷
さ
が
描
か
れ
て
も
、
過
酷
な
境
涯
か
ら
の
解
放
を
求
め
る

運
動
の
主
体
と
し
て
は
登
場
し
な
い
。
ま
た
売
春
問
題
は
人
身
売
買
と
奴
隷

的
境
涯
に
関
す
る
「
人
権
」
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、
劣
悪
な
労
働
条
件

と
搾
取
と
い
う
様
な
「
労
働
」
問
題
と
し
て
は
理
解
さ
れ
な
い
。
売
春
婦
に

つ
い
て
、
ル
ン
ペ
ン
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
の
定
義
に
も
ア
ン
チ
「
エ
リ
ー
ト

　
　
④

女
性
史
」
の
出
発
点
で
あ
る
と
の
理
解
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
「
売
淫
」

は
労
働
で
は
な
い
、
性
を
売
る
も
の
は
労
働
者
で
は
な
い
と
の
認
識
で
あ
る
。

村
上
信
彦
は
『
明
治
女
性
史
中
巻
後
編
女
の
職
業
』
（
理
論
社
、
一
九

七
一
年
）
に
お
い
て
、
芸
者
・
カ
フ
ェ
ー
女
給
・
遊
芸
関
係
は
「
広
範
な
意

味
の
売
淫
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
い
ず
れ
も
職
業
か
ら
省
い
た
」
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
接
客
婦
は
労
働
者
と
し
て
、
接
客
業
は
蛍
働
問
題
と
し

て
研
究
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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第
一
に
、
娼
妓
を
も
含
め
た
「
接
客
婦
」
の
争
議
は
、
戦
問
期
の
職
業
婦

人
争
議
に
あ
っ
て
最
も
多
い
。
公
娼
制
度
廃
止
運
動
を
主
軸
と
す
る
従
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

研
究
の
枠
組
み
で
は
叙
述
さ
れ
な
い
だ
け
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
人
権
問
題
と
労
働
問
題
は
切
り
放
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
前

借
金
で
拘
束
さ
れ
外
出
の
自
由
さ
え
な
い
も
の
は
「
奴
隷
」
と
し
か
呼
べ
な

い
と
言
う
論
議
は
あ
り
え
る
が
、
詐
欺
的
に
連
行
さ
れ
寄
宿
舎
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
女
工
た
ち
が
日
本
の
産
業
革
命
を
支
え
た
の
が
、
日
本
の
近
代
に
刻

印
さ
れ
た
事
実
で
は
な
か
っ
た
か
。
家
父
長
権
に
従
属
し
人
格
的
隷
属
性
が

高
く
「
二
重
の
意
味
で
自
由
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
で
な
い
か
ら
こ
そ
、

激
し
い
搾
取
と
収
奪
が
可
能
な
労
働
者
と
し
て
下
層
労
働
者
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
き
た
の
が
、
総
体
と
し
て
の
女
性
労
働
者
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
第
三
に
、
女
性
労
働
の
変
容
の
問
題
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
産

業
構
造
の
変
容
－
第
三
次
産
業
の
拡
大
と
大
衆
社
会
状
況
の
到
来
の
中
で
、

自
由
意
志
の
対
等
な
契
約
に
見
え
る
性
的
搾
取
が
広
範
に
広
が
り
、
風
俗
産

業
以
外
の
女
性
労
働
に
お
い
て
性
的
魅
力
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
新
し
い

要
素
が
付
加
さ
れ
て
く
る
。
他
方
、
近
代
的
享
楽
機
関
の
急
成
長
と
娼
妓
の

外
出
自
由
化
を
も
含
む
待
遇
改
善
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
風
俗
産

業
も
前
近
代
的
な
人
格
的
隷
属
を
前
提
と
す
る
形
式
か
ら
「
近
代
化
」
さ
れ

た
形
式
へ
と
比
重
は
転
換
し
始
め
る
。
資
本
主
義
の
発
達
の
中
で
、
「
接
客

婦
」
と
他
の
女
性
労
働
者
の
境
界
線
は
曖
昧
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
て
、

戦
閾
期
に
出
て
性
的
搾
取
は
女
性
労
働
者
に
普
遍
性
の
あ
る
問
題
と
し
て
登

　
　
　
　
⑥

議
し
て
く
る
。
売
春
防
止
法
成
立
後
三
〇
余
年
を
経
た
鼓
弓
、
轟
稼
ぎ
ア
ジ

ア
女
性
が
苛
烈
な
人
権
侵
害
を
被
り
つ
つ
性
産
業
に
従
事
し
て
い
る
様
に
、

風
俗
産
業
は
肥
大
し
、
窮
貧
福
の
婦
人
を
依
然
と
し
て
吸
引
し
「
売
淫
」
を

強
制
し
続
け
て
い
る
。
公
娼
制
度
の
廃
止
は
売
春
の
廃
止
に
つ
な
が
ら
な
か

っ
た
。
今
田
の
問
題
は
前
近
代
的
な
隷
属
で
は
な
く
資
本
主
義
の
中
の
搾
取

で
あ
り
、
戦
間
期
は
そ
う
し
た
問
題
の
転
換
の
始
動
期
で
あ
っ
た
。
女
性
の

性
的
搾
取
か
ら
の
解
放
の
道
筋
を
模
索
す
る
た
め
に
も
、
従
来
の
枠
組
み
を

超
え
て
「
接
客
婦
」
を
研
究
す
る
の
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
か
か
る
視
座
か
ら
、
本
稿
は
大
商
工
業
都
市
と
し
て
風
俗
産
業
の
近
代
化

が
顕
著
で
あ
っ
た
戦
間
期
大
阪
を
対
象
に
、
「
接
客
婦
」
の
労
働
環
境
と
彼

女
ら
が
主
体
と
し
て
闘
っ
た
争
議
を
取
り
上
げ
る
。

①
大
阪
市
裁
会
部
調
査
課
『
社
会
部
報
告
第
＝
二
号
本
市
に
於
け
る
社
会
病
』

　
（
一
九
三
〇
年
八
月
）
に
依
れ
ば
、
媚
妓
に
な
る
に
至
っ
た
原
因
は
、
八
〇
九
名

　
申
九
割
以
上
は
貧
困
、
少
な
く
と
も
経
済
的
事
歯
に
在
り
（
大
阪
難
波
病
院
の
調

　
査
報
告
）
、
芸
妓
一
＝
三
名
・
私
娼
二
五
〇
名
中
、
芸
妓
・
私
娼
に
な
っ
た
原
口

　
は
、
共
に
、
概
し
て
貧
困
な
家
計
の
補
助
に
在
り
（
中
央
職
業
紹
介
纂
務
局
の
東

　
京
市
内
に
お
け
る
調
査
報
告
）
、
女
給
の
就
職
寓
由
の
六
割
二
分
は
経
済
的
事
情

　
に
よ
る
も
の
が
占
め
て
い
る
（
中
央
職
業
紹
介
事
務
局
の
大
阪
領
内
に
お
け
る
調

　
査
報
告
）
。
今
中
保
子
「
『
広
島
県
女
給
同
盟
』
に
関
す
る
一
考
察
」
に
依
れ
ば
、

　
「
女
給
業
を
選
択
す
る
婦
人
は
お
お
む
ね
経
済
恐
慌
下
に
零
落
し
た
勤
労
者
家
庭

　
の
貧
困
子
女
」
で
あ
る
。
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戦間期大阪に於ける「接客婦」とその運動（藤冒）

②
　
大
林
宗
嗣
『
女
給
生
活
の
新
研
究
』
厳
松
堂
書
店
、
一
九
三
二
年
、
一
三
頁
。

戦
間
期
、
風
俗
産
業
は
普
通
「
接
客
業
」
と
称
さ
れ
、
娼
妓
、
芸
妓
、
酌
婦
、
仲

　
居
、
女
給
、
旅
館
女
中
の
六
つ
が
「
接
客
婦
」
と
分
類
さ
れ
た
。

③
『
大
阪
府
統
計
書
』
一
九
四
〇
年
、
二
四
ニ
ー
三
頁
及
び
七
八
七
頁
に
よ
る
と
、

　
一
九
三
四
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
「
密
売
淫
」
で
検
挙
さ
れ
た
者
は
合
計
二
、

　
一
九
三
名
で
、
無
業
者
一
、
六
〇
五
名
、
女
給
二
三
一
名
、
仲
居
一
一
四
名
で
あ

　
る
。

④
　
売
春
問
題
は
七
〇
年
代
女
性
史
論
争
の
重
要
な
一
領
域
を
し
め
た
。
山
崎
朋
子

　
は
、
「
従
来
の
エ
リ
ー
ト
女
性
史
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
序
章
」
と
し
て
『
サ

　
ン
ダ
カ
ン
八
番
娼
館
一
鷹
辺
女
性
史
序
章
』
（
文
春
文
庫
、
一
九
七
五
年
）
を
著

　
し
、
「
売
春
婦
の
う
ち
で
も
最
も
救
い
の
無
い
存
在
」
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

　
出
稼
ぎ
売
春
婦
を
位
置
づ
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
犬
丸
義
一
「
女
性
史
研
究
の

　
観
点
・
方
法
…
ー
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
の
立
場
か
ら
一
」
『
歴
史
評
論
』
一
九

　
七
三
年
、
九
月
、
米
田
佐
代
子
「
女
性
史
へ
の
視
角
」
高
橋
一
監
修
『
歴
史
学
入

　
門
』
合
同
出
版
、
　
一
九
八
一
年
な
ど
の
批
判
が
あ
る
。

⑤
　
三
井
礼
子
編
『
現
代
婦
入
運
動
早
年
表
』
一
一
九
、
一
二
四
、
一
三
四
、
＝
二

　
八
、
一
五
九
、
＝
ハ
○
頁
に
よ
る
と
、
…
九
ご
穴
年
に
は
職
業
婦
人
争
議
二
四
件

　
中
「
接
客
婦
」
の
争
議
｝
九
件
、
以
下
同
様
に
二
七
年
、
二
　
件
中
一
八
件
、
二

　
九
年
、
四
件
・
甲
圏
旧
件
、
一
二
〇
年
、
六
件
中
五
件
、
三
七
年
、
二
～
紅
中
一
七
件
。

　
女
給
に
つ
い
て
は
、
今
中
前
掲
論
文
が
こ
れ
を
勤
労
婦
人
と
位
置
づ
け
、
労
働
の

　
実
状
と
運
動
を
考
察
し
て
い
る
。

⑥
性
の
商
品
化
全
般
の
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

第
一
章
女

給

－
　
女
給
の
位
相

薪
興
の
風
俗
産
業
と
し
て
明
治
末
年
に
芽
生
え
た
カ
フ
ェ
ー
は
、

第
一
次

大
戦
後
に
一
段
と
伸
張
し
、
昭
和
初
期
に
は
女
給
数
も
娼
妓
数
を
上
回
り
、

風
俗
産
業
の
「
玉
座
」
に
上
っ
た
。
一
九
三
〇
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
全

国
の
娼
妓
数
は
五
二
、
＝
一
人
か
ら
四
七
、
〇
七
八
人
へ
と
減
少
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

女
給
数
は
六
六
、
八
四
〇
人
か
ら
＝
一
、
七
〇
〇
に
増
加
し
、
廃
娼
運
動

が
実
ら
ず
花
街
が
生
き
延
び
た
大
阪
で
も
、
二
〇
年
代
末
女
回
数
が
娼
妓
数

を
凌
駕
、
三
五
年
に
は
娼
妓
八
、
八
七
七
人
に
対
し
、
女
給
は
約
二
・
六
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
二
三
、
〇
三
四
人
に
上
っ
て
い
る
。
カ
フ
ェ
ー
が
台
頭
し
花
街
が
劣
勢
に

な
っ
た
と
の
現
象
は
、
当
時
、
好
事
家
た
ち
の
格
好
の
謡
題
の
ね
た
だ
っ

た
。
資
本
主
義
の
発
達
の
中
で
性
を
商
晶
化
す
る
企
業
は
拡
大
し
、
カ
フ
ェ

ー
は
安
く
気
軽
に
性
的
刺
激
を
楽
し
む
盛
り
場
の
薪
文
化
と
し
て
、
茶
屋
に

芸
妓
を
あ
げ
遊
興
す
る
経
済
力
の
な
い
大
衆
を
引
き
付
け
た
。
古
い
伝
統
の

あ
る
遊
廓
よ
り
も
、
モ
ダ
ン
な
装
い
の
カ
フ
ェ
ー
の
方
に
企
業
の
分
が
あ
っ

た
。　

女
給
業
は
、
正
当
な
職
業
と
認
め
ら
れ
る
よ
り
も
、
都
会
の
夜
を
彩
る
新

風
俗
と
し
て
興
味
本
位
に
取
り
沙
汰
さ
れ
た
り
、
社
会
に
害
毒
を
流
す
も
の

と
し
て
芸
娼
妓
と
も
ど
も
侮
蔑
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

　
道
家
斉
一
郎
は
『
売
春
婦
論
稿
』
（
史
談
出
版
社
、
一
九
二
八
年
）
に
お
い

て
、
「
社
会
風
教
を
毒
す
る
女
の
群
れ
」
の
中
で
「
女
給
も
笑
み
を
売
り
、

春
を
ひ
さ
が
ね
ば
生
き
て
行
か
れ
な
い
女
」
と
決
め
つ
け
、
「
華
や
か
な
奏

楽
の
巷
、
燦
然
た
る
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
下
に
立
ち
働
く
彼
女
ら
の
口
か
ら
も
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れ
出
る
卑
俗
な
流
行
歌
、
情
欲
に
光
る
男
の
瞳
、
淫
乱
な
空
気
の
カ
フ
ェ
ー

情
緒
そ
こ
に
虚
栄
の
化
身
た
る
女
給
や
家
庭
の
生
計
を
補
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

い
う
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
諸
氏
の
間
に
、
安
い
給
金
に
満
足
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
で
チ
ッ
プ
や
O
O
O
金
の
欲
し
さ
に
淫
を
ひ
さ
ぐ
と
い
ふ
事
実
を
何
人
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

否
定
す
る
こ
と
は
出
来
ま
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
も

ま
た
『
社
会
部
報
告
第
ご
＝
号
　
本
市
に
於
け
る
社
会
病
』
（
一
九
三
〇

年
）
、
「
売
笑
」
の
頁
（
四
八
一
五
六
頁
）
中
に
「
近
代
の
カ
フ
ェ
ー
難
は
女

給
を
巡
る
恋
愛
の
取
引
、
偽
善
と
算
計
の
乱
舞
で
あ
り
、
そ
こ
に
社
会
的
毒

素
を
醸
成
す
る
」
と
、
「
娼
妓
一
芸
妓
一
や
と
な
一
女
給
」
を
ま
と

め
て
い
る
。

　
が
、
道
家
や
社
会
部
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
チ
ッ
プ
を
稼
が
ね
ば
充
分

な
収
入
が
得
ら
れ
な
い
「
安
い
給
金
」
や
家
計
補
助
の
必
要
が
、
女
給
に
サ

ー
ビ
ス
を
強
制
す
る
の
で
あ
り
、
女
給
は
「
チ
ッ
プ
収
入
の
多
か
ら
ん
が
た

め
に
は
あ
ら
ゆ
る
苦
痛
も
敢
え
て
凌
ぎ
、
意
識
的
無
意
識
的
に
、
種
々
の
戦

術
を
余
儀
な
く
せ
し
め
ら
れ
る
」
の
が
実
相
で
あ
る
。

　
進
歩
的
な
婦
人
運
動
の
中
で
も
女
給
が
職
業
婦
人
で
あ
る
と
容
易
に
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
点
は
、
注
国
さ
れ
る
。
職
業
婦
人
の
増
大
を
背
景
に
、
大

阪
で
も
二
か
年
代
後
半
に
は
社
会
事
業
関
係
者
に
よ
っ
て
婦
人
職
業
問
題
の

研
究
や
職
業
婦
人
組
織
化
の
試
み
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
二
六
年
、
大
阪

に
初
め
て
職
業
婦
人
の
横
断
的
な
団
体
と
し
て
職
業
婦
人
連
盟
が
結
成
さ
れ

た
折
に
は
、
女
工
は
会
員
に
な
れ
ず
、
女
給
は
一
顧
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

二
九
年
九
月
の
社
会
事
業
連
盟
婦
人
都
会
は
、
職
業
婦
入
問
題
を
研
究
す
る

た
め
に
部
会
員
の
み
な
ら
ず
、
各
デ
パ
ー
ト
、
工
場
な
ど
の
代
表
者
を
招
い

て
四
〇
余
名
の
盛
会
で
あ
っ
た
が
、
一
人
の
女
給
も
参
加
し
な
い
ま
ま
、
「
先

決
問
題
と
し
て
職
業
単
座
の
定
義
i
た
と
え
ば
、
公
娼
ま
た
は
芸
妓
、
仲
居
、

女
給
の
ご
と
き
も
一
緒
く
た
に
職
業
婦
人
と
見
な
し
て
可
な
る
か
」
を
め
ぐ

っ
て
意
見
が
紛
糾
、
結
論
は
で
な
い
ま
ま
に
な
っ
た
。
「
性
そ
の
物
を
特
に

売
り
物
に
す
る
も
の
を
持
っ
て
職
業
と
見
な
す
こ
と
は
妥
当
で
な
い
」
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

意
見
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
大
原
社
研
大
林
宗
嗣
が
精
密
な
調
査
に
基
づ

い
て
女
給
の
労
働
・
生
活
状
況
を
研
究
し
職
業
婦
人
と
し
て
の
女
給
の
立
場

を
擁
護
し
た
こ
と
の
意
義
は
、
高
く
評
価
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
九

二
九
年
九
月
号
の
『
社
会
事
業
研
究
』
に
於
て
大
林
は
そ
の
基
本
的
な
考
え

を
述
べ
て
い
る
。
「
資
本
主
義
制
度
が
あ
ら
ゆ
る
物
を
商
品
化
せ
ず
し
て
は

置
か
な
い
傾
向
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
多
く
の
人
々
が
認
め
て
い
る
処

で
あ
る
が
、
彼
ら
は
女
子
の
性
的
特
質
も
亦
た
く
み
に
之
を
捕
ら
へ
て
商
品

化
す
る
の
で
あ
る
。
営
業
者
は
此
の
点
を
た
く
み
に
捕
ら
え
て
い
る
と
云
っ

て
よ
い
。
す
な
わ
ち
女
子
の
性
的
特
質
が
最
も
美
し
く
発
露
す
る
＝
ハ
・
七

歳
か
ら
二
四
・
五
歳
迄
の
間
を
捕
ら
え
て
之
を
商
最
化
し
、
し
か
も
人
皇
の

嗜
好
欲
を
そ
そ
る
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
以
て
製
造
し
た
る
商
品
を
美
し
い
商
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戦間期大阪に於ける「接客婦」とその運動（藤目）

贔
に
サ
…
ビ
ス
せ
し
め
、
更
に
人
間
の
理
性
の
活
動
が
休
止
し
て
清
的
活
動

が
盛
に
な
る
夜
聞
を
利
用
し
、
赤
い
火
、
青
い
火
の
電
灯
を
以
て
客
の
享
楽

的
気
分
を
鵬
動
し
、
猶
ほ
ジ
ャ
ズ
の
ご
と
き
下
等
な
音
楽
を
用
い
て
人
間
の

理
性
を
麻
郷
せ
し
め
、
猶
ほ
そ
の
上
に
タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
香
ひ
を
以

て
臭
覚
を
麻
痺
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
制
度
を
基
礎
と
し
て
無
給
料

の
女
給
に
媚
を
売
ら
し
め
る
制
度
を
確
立
せ
し
め
て
置
い
て
誘
惑
扇
動
の
罪

を
女
給
の
み
に
転
嫁
せ
ん
と
す
る
が
ご
と
き
は
抑
も
そ
の
本
末
を
転
倒
し
た

も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
。

　
大
林
は
、
性
の
商
品
化
を
必
然
化
す
る
資
本
主
義
制
度
批
判
に
立
脚
し
て

い
た
。
女
性
の
立
場
か
ら
大
林
と
共
通
す
る
指
摘
を
し
て
い
た
の
は
、
藤
井

紀
久
子
で
あ
る
。
藤
井
は
、
同
誌
に
「
女
子
職
業
の
尖
鋭
」
と
し
て
、
次
の

と
お
り
述
べ
て
い
る
。
「
た
だ
女
給
業
に
於
て
他
の
職
業
女
子
達
の
有
す
る

も
の
の
う
ち
、
最
も
嫌
悪
す
べ
き
一
面
を
形
式
と
し
て
表
現
し
て
居
る
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
凡
そ
今
田
我
国
の
職
業
婦
人
の
中
、
媚
な
く
し
て
確

固
た
る
地
歩
を
有
し
、
そ
の
収
入
を
得
つ
つ
あ
る
も
の
が
果
し
て
ど
れ
だ
け

あ
ろ
う
か
。
労
働
立
法
の
欠
陥
は
、
企
業
家
、
営
業
主
を
し
て
今
日
の
あ
ら

ゆ
る
職
業
婦
人
か
ら
、
真
個
の
動
労
を
要
求
す
る
前
に
、
先
ず
そ
の
媚
態
を

要
求
し
て
居
る
の
で
あ
る
」
。
藤
井
は
、
女
給
の
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
「
媚
び
」

と
称
し
、
女
性
労
働
者
に
あ
ま
ね
く
媚
態
を
要
求
す
る
資
本
主
義
社
会
の
シ

ス
テ
ム
を
君
破
し
て
い
る
。
女
給
を
特
殊
な
生
業
と
す
る
の
で
な
く
、
む
し

ろ
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
婦
人
労
働
の
普
遍
性
の
中
に
位
鷹
づ
け
た
の
で

あ
っ
た
。

　
2
　
女
給
の
運
動

　
職
業
婦
人
と
し
て
の
誇
り
を
回
復
し
、
経
営
者
に
よ
る
搾
取
・
世
間
の
無

理
解
と
中
傷
に
対
し
て
団
結
に
依
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
こ
う
と
す
る
女
給

の
試
み
は
、
戦
闇
期
を
通
し
て
続
い
た
。

　
全
国
最
初
の
女
給
組
合
は
一
九
二
二
年
、
大
阪
で
組
織
さ
れ
た
。
山
内
嘉

市
、
野
田
嫡
母
ら
日
本
労
働
総
同
盟
左
派
の
有
志
の
指
導
、
総
岡
盟
関
西
同

盟
会
賀
川
豊
彦
、
覚
醒
婦
人
協
会
賀
川
は
る
・
小
宮
山
富
恵
な
ど
の
応
援
に

よ
り
結
成
さ
れ
た
大
阪
女
給
同
盟
で
あ
る
。
拠
点
に
な
っ
た
の
は
西
九
条
の

野
田
墨
太
の
家
の
近
隣
の
カ
フ
ェ
ー
朝
日
食
堂
で
、
労
働
運
動
家
の
た
ま
り

場
と
し
て
利
用
し
、
女
給
と
労
働
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
い
る
間
に
女
給
同
盟

を
組
織
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
三
月
、
朝
日
食
堂
に
コ
ッ
ク
受
認
、
女
給
一
八
名
が
集
ま
り
女
給
組
合
の

結
成
と
総
同
盟
加
入
を
申
し
合
わ
せ
た
。
経
営
者
が
女
給
署
名
を
解
雇
処
分

に
し
た
の
で
解
雇
取
り
消
し
と
八
時
闘
制
・
月
給
糊
を
要
求
し
て
交
渉
し
承

認
さ
せ
、
最
低
月
給
八
○
円
を
獲
得
し
た
。
以
来
い
く
つ
か
の
カ
フ
ェ
ー
の

女
給
が
ま
と
ま
っ
て
加
入
、
相
次
ぐ
加
入
者
を
得
て
、
　
一
五
〇
名
近
く
に
達

し
た
。
四
月
八
日
に
は
「
女
給
同
盟
宣
徴
隊
」
と
し
て
エ
プ
ロ
ン
姿
に
紅
白
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の
た
す
き
の
こ
〇
余
名
が
五
台
の
自
動
車
に
分
乗
、
「
手
に
手
に
赤
色
の
三

角
旗
を
振
り
か
ざ
し
、
隊
旗
を
先
頭
に
、
「
女
性
は
昔
太
陽
で
あ
っ
た
」
、
「
男

の
生
め
る
男
子
あ
り
ゃ
」
、
「
万
国
の
婦
人
団
結
せ
よ
」
な
ど
と
大
書
し
た
幟

を
な
び
か
せ
、
各
新
聞
社
を
歴
訪
の
上
、
繁
華
街
を
練
り
廻
っ
て
、
「
団
結

し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
宣
伝
ビ
ラ
ご
万
枚
を
撒
き
、
「
珍
し
い
行
列
な
の
で

ベ
ラ
ボ
ー
な
喝
采
を
浴
び
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
。
発
会
式
は
四
月
一
〇
日
朝

日
食
堂
で
挙
行
、
西
大
阪
百
余
響
の
カ
フ
ェ
ー
か
ら
五
〇
余
名
が
参
集
、
宣

言
「
女
性
を
男
子
の
隷
属
物
と
せ
る
旧
道
徳
を
破
壊
し
、
歓
楽
の
か
げ
に
潜

む
犠
牲
的
奴
隷
の
境
遇
よ
り
脱
却
し
、
自
由
と
愛
に
充
て
る
人
生
の
再
建
を

期
す
」
を
採
択
し
、
総
局
盟
加
入
、
会
旗
作
成
、
洗
濯
賃
主
人
持
ち
、
婦
人

講
座
の
開
設
、
宣
伝
演
説
会
開
催
、
メ
ー
デ
ー
参
加
な
ど
を
議
決
、
理
事
長

に
朝
濤
食
堂
経
営
者
の
実
妹
小
堀
千
代
子
（
二
〇
歳
）
を
選
出
し
た
。
そ
の

後
、
女
給
同
盟
と
メ
ー
デ
ー
の
寛
伝
の
た
め
、
繰
り
返
し
自
動
車
上
の
宜
伝

演
説
と
ビ
ラ
の
配
布
を
行
い
、
四
月
二
八
β
夜
に
は
天
王
寺
公
会
堂
で
「
婦

人
労
働
問
題
演
説
会
」
を
開
催
、
満
員
の
聴
衆
を
集
め
絹
当
の
収
益
を
挙
げ
、

ま
た
メ
ー
デ
ー
に
エ
プ
ロ
ン
姿
で
参
加
、
注
目
を
浴
び
た
。
女
給
の
労
働
条

件
の
向
上
の
た
め
に
「
公
給
費
の
設
定
」
「
外
出
の
自
由
」
「
罰
金
制
廃
止
」

を
要
求
す
る
と
同
時
に
、
全
職
業
婦
人
に
対
す
る
無
文
散
布
や
交
換
手
や
女

工
の
組
合
を
組
織
し
て
職
業
婦
人
総
同
盟
を
結
成
す
る
な
ど
壮
大
な
計
画
を

立
て
た
。
六
月
二
七
日
に
は
天
王
寺
公
会
堂
に
お
い
て
大
阪
鉄
鋼
所
争
議
応

援
の
た
め
に
、
「
労
働
者
の
利
害
に
性
の
別
な
し
」
、
「
争
議
は
如
何
に
女
の

眼
に
映
じ
た
る
か
」
「
来
り
て
自
覚
せ
る
女
の
争
議
感
を
聴
け
！
」
と
呼
…
掛

け
演
説
会
を
開
い
て
、
純
益
二
百
円
は
争
議
団
に
全
部
審
付
し
た
。

　
七
月
末
、
女
給
同
盟
の
中
心
で
あ
っ
た
小
堀
千
代
子
と
山
内
嘉
市
は
駈
落

ち
し
、
姿
を
消
し
た
。
朝
日
食
堂
経
営
者
で
あ
る
兄
が
労
働
運
動
を
毛
嫌
っ

て
二
人
の
仲
を
引
き
裂
こ
う
と
し
た
故
だ
と
い
う
。
こ
の
直
後
、
大
阪
連
合

会
は
、
「
女
給
同
盟
は
そ
の
精
神
に
於
て
も
運
動
振
り
に
お
い
て
も
真
面
目

を
欠
く
こ
と
お
び
た
だ
し
く
、
真
純
な
る
労
働
運
動
を
毒
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
し
て
除
名
を
決
定
し
、
女
給
同
盟
は
消
滅
し
た
。
野
田
律
太
は
解
散

の
事
情
に
つ
い
て
は
述
べ
ず
、
「
　
時
勢
い
よ
く
発
展
し
か
け
た
我
が
女
給

同
盟
も
そ
ん
な
も
の
が
階
級
闘
争
上
大
し
て
役
に
立
つ
筈
は
な
く
、
い
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

間
に
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
が
、
「
真
純
な
る
労
働
運
動
」
、
「
階
級
闘
争
上
役
に
立
つ
」
内
容
の
何
た

る
か
は
お
い
て
も
、
女
給
が
経
営
者
に
搾
取
さ
れ
る
労
働
者
で
あ
り
、
性
的

魅
力
で
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
商
売
で
あ
る
が
故
に
、
も
て
は
や
さ
れ
も
す
る
反

面
、
「
不
真
面
目
」
だ
と
不
当
に
軽
蔑
さ
れ
も
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。

事
実
の
あ
る
以
上
、
抵
抗
せ
ん
と
す
る
女
給
の
運
動
は
、
断
続
的
に
も
続
い

て
ゆ
く
。
全
く
既
存
労
働
運
動
と
離
れ
た
と
こ
ろ
で
も
組
織
化
の
努
力
は
行

わ
れ
た
。
大
阪
女
給
組
合
結
成
の
試
み
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
女
給
に
対
す
る
世
間
の
偏
見
を
改
め
た
い
と
、
一
九
二
九
年
、
大
阪
ユ
ニ
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週間期大阪に於ける「接客婦」とその運動（藤目）

オ
ン
食
堂
の
杉
村
麗
子
ら
女
給
一
五
名
が
創
立
実
行
委
員
と
な
り
「
大
阪
女

給
組
合
」
を
組
織
し
よ
う
と
試
み
た
。
八
月
一
四
日
、
宣
伝
の
た
め
に
自
動

車
三
台
を
連
ね
、
「
私
た
ち
は
人
格
の
向
上
を
は
か
り
ま
せ
う
」
「
私
た
ち
は

生
活
の
改
善
を
致
し
ま
せ
う
」
等
の
旗
を
押
し
立
て
て
、
各
新
聞
社
を
は
じ

め
諸
方
面
を
練
り
廻
り
、
デ
モ
ソ
ス
ト
レ
…
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
そ
の
趣
旨

は
「
今
ま
で
世
間
か
ら
、
男
性
か
ら
、
そ
し
て
雇
用
主
か
ら
、
さ
げ
す
ま
れ

侮
蔑
さ
れ
て
い
た
女
給
の
地
位
を
向
上
さ
せ
、
人
格
を
改
善
し
、
知
識
の
啓

発
を
は
か
る
」
と
い
う
も
の
で
、
「
昔
太
陽
は
女
性
で
し
た
。
私
た
ち
は
そ

の
原
始
時
代
の
埋
も
れ
た
る
女
性
文
化
を
再
興
す
る
責
務
を
感
じ
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
今
、
女
性
の
自
由
と
職
業
婦
人
の
名
誉
の
た
め
に
こ
こ
に
起
ち
上

が
り
ま
し
た
…
…
」
と
い
う
宣
言
文
や
、
「
自
治
的
訓
練
で
人
格
の
向
上
と

知
識
の
啓
発
を
期
し
ま
す
」
と
の
綱
領
を
準
備
し
て
、
八
月
一
七
日
に
は
ユ

ニ
オ
ン
食
堂
で
五
百
人
の
女
給
を
集
め
発
会
式
を
挙
げ
る
計
画
で
あ
っ
た
。

発
起
人
達
は
女
給
学
校
設
置
、
講
演
会
開
催
、
機
関
雑
誌
発
行
、
消
費
組
合

経
営
、
法
律
相
談
部
設
立
な
ど
の
プ
ラ
ン
を
抱
き
「
将
来
は
全
衛
の
女
給
を

糾
算
し
て
全
部
組
合
員
に
す
る
確
信
が
あ
り
ま
す
。
創
立
以
来
男
手
を
絶
対

に
借
り
て
い
な
い
の
が
私
た
ち
の
誇
り
で
す
」
と
語
っ
て
い
た
。
が
、
新
聞

に
デ
モ
の
様
子
が
写
真
入
り
で
報
道
さ
れ
た
翌
日
の
一
六
日
、
所
轄
島
之
内

署
は
発
起
人
中
六
名
を
引
致
し
、
組
合
組
織
を
断
念
さ
せ
、
発
会
式
は
流
会

　
　
　
⑥

に
な
っ
た
。

　
女
給
同
盟
と
女
給
組
合
に
共
通
し
て
年
取
で
き
る
の
は
、
平
塚
ら
い
て
ふ

ら
の
女
性
の
市
民
的
権
利
を
唱
え
る
婦
人
解
放
運
動
の
勃
興
が
、
い
か
に
女

給
を
も
勇
気
づ
け
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
が
、
上
述
社
会
事
業
連

盟
婦
人
部
会
の
論
議
に
も
見
る
よ
う
に
、
市
民
的
な
婦
人
運
動
の
側
が
常
に

女
給
に
共
感
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
哀
れ
に
思
い
、
保
護
・
善
導
の
対
象

と
は
み
て
も
、
同
じ
職
業
婦
人
と
見
、
団
結
の
対
象
と
し
ょ
う
と
い
う
姿
勢

を
み
せ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
今
入
運
動
に
あ
っ
て
女
給
の
強
力
な
支
援
者

と
な
っ
た
の
は
、
無
産
婦
人
団
体
で
あ
っ
た
。
各
無
産
婦
人
団
体
は
、
い
ず

れ
も
運
動
の
一
環
と
し
て
女
給
組
織
の
呼
掛
け
や
女
給
争
議
の
支
援
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。

　
三
一
年
二
月
、
社
会
民
衆
婦
入
同
盟
は
社
会
民
衆
党
と
共
に
、
女
給
鳶
職

「
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
」
の
創
立
準
備
会
開
催
を
後
援
し
た
。
名
称

は
準
備
会
で
あ
っ
た
が
こ
の
段
階
で
五
〇
名
の
組
合
員
を
組
織
し
て
い
た
。

準
備
会
で
は
「
女
給
が
お
客
に
弄
ば
さ
れ
た
際
、
そ
の
保
護
に
当
た
る
こ
と
、

カ
フ
ェ
ー
に
零
れ
て
来
阪
し
た
田
舎
の
若
い
女
の
た
め
に
良
き
指
導
を
す
る

こ
と
、
女
給
に
職
業
婦
人
と
し
て
の
意
識
を
養
成
し
、
争
議
勃
発
の
際
は
支

援
す
る
こ
と
」
な
ど
の
他
、
当
面
の
主
張
と
し
て
衣
服
の
統
一
・
店
主
負
担
、

積
立
金
・
食
費
撤
廃
、
毎
日
の
売
り
揚
よ
り
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
女
給
に
分

配
、
　
エ
ロ
・
グ
獄
の
制
限
、
協
同
寄
宿
舎
建
設
な
ど
を
決
め
、
丸
山
芳
子

（
カ
フ
ェ
ー
O
K
）
を
準
備
委
員
長
、
森
田
あ
や
子
（
カ
フ
ェ
ー
鈴
蘭
）
を
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⑦

書
記
に
選
び
、
事
務
所
は
鈴
蘭
内
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
新
労
農
党
婦
人
部
は
、
三
一
年
六
月
、
「
貞
操
擁
護
、
霜
風
反
対
の
赤
い

叫
び
を
あ
げ
て
注
目
さ
れ
」
た
西
区
信
濃
橋
食
堂
争
議
を
支
援
し
て
い
る
。

信
濃
橋
食
堂
の
雇
期
人
の
座
談
会
で
経
営
者
の
女
給
に
対
す
る
性
的
侮
辱
が

提
起
さ
れ
て
以
来
、
雇
用
人
戸
と
経
営
老
の
闘
は
紛
糾
、
六
月
八
日
、
管
理

人
・
コ
ッ
ク
・
女
給
の
雇
用
人
里
約
三
〇
名
は
侮
辱
さ
れ
た
女
給
へ
の
慰
謝

料
支
払
い
、
解
雇
・
退
職
手
当
の
支
給
、
罰
金
制
度
撤
廃
、
女
給
の
食
費
値

下
げ
、
雇
用
人
の
入
格
尊
重
、
争
議
の
犠
牲
者
を
出
す
な
、
等
一
七
力
条
の

要
求
書
を
提
出
し
た
。
経
営
者
が
拒
絶
、
食
堂
を
閉
鎖
す
る
と
、
雇
用
人
側

は
新
労
農
党
婦
人
部
・
日
本
飲
食
労
働
組
合
応
援
の
も
と
に
食
堂
を
占
拠
し

た
。
コ
ッ
タ
ー
五
二
と
応
援
員
が
所
轄
警
察
署
へ
連
行
さ
れ
て
も
女
給
達
は

怯
ま
ず
、
争
議
を
契
機
に
女
給
連
盟
を
組
織
し
よ
う
と
し
、
＝
日
か
ら
大

阪
金
属
労
働
組
合
本
部
を
争
議
団
本
部
と
し
、
全
市
の
女
給
へ
の
微
文
の
起

草
に
取
り
か
か
っ
た
。
が
、
争
議
団
長
の
管
理
人
が
経
営
者
と
折
衝
し
た
結

果
、
全
員
三
〇
名
を
解
雇
（
但
し
男
五
名
女
二
名
を
除
き
復
職
）
、
　
一
四
日
、

解
雇
者
に
金
一
封
を
出
す
条
件
で
和
解
が
成
立
、
組
合
結
成
の
試
み
は
頓
挫

　
⑧

し
た
。

　
無
産
婦
人
同
盟
は
、
三
一
年
、
大
阪
府
が
薪
財
源
と
し
て
女
給
税
を
制
定

す
る
方
針
を
発
表
、
女
給
の
間
に
反
対
の
声
が
広
が
る
中
で
、
全
国
労
働
組

合
同
盟
関
西
飲
食
労
働
組
合
と
協
力
し
て
、
市
内
カ
フ
ェ
…
の
津
名
近
い
女

給
を
組
合
に
組
織
し
た
。
一
一
月
ニ
ニ
日
、
田
万
明
子
方
に
代
表
者
＝
名

・
無
産
婦
人
同
盟
員
、
全
国
労
働
組
合
員
ら
が
会
合
し
、
大
林
宗
嗣
を
座
畏

と
し
て
、
関
西
飲
食
労
働
組
合
婦
人
部
の
名
で
女
給
連
盟
の
発
会
式
を
挙
行

し
た
。
組
合
長
に
由
田
信
子
、
会
計
に
名
村
文
子
、
書
記
に
山
口
京
子
（
以

上
、
無
産
婦
人
同
盟
員
）
、
常
任
執
行
委
員
に
吉
田
静
子
、
飯
田
た
け
子
、

堀
澤
ふ
さ
子
、
大
西
た
け
の
他
、
執
行
委
員
に
七
名
（
以
上
、
女
給
）
、
顧

問
に
大
林
宗
嗣
を
選
び
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
公
費
自
弁
絶
対
反
対
、
衣
服

強
制
指
定
撤
廃
、
全
て
の
女
給
負
担
全
額
雇
主
負
担
、
女
給
月
給
制
度
の
確

立
、
年
二
回
賞
与
支
給
、
月
二
回
公
休
実
施
、
諸
規
則
全
廃
な
ど
を
掲
げ
、

府
内
全
域
に
女
給
税
反
対
の
一
大
キ
ャ
ン
ペ
…
ソ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

一
一
月
二
六
日
に
は
女
給
連
盟
及
び
無
産
婦
人
同
盟
員
工
○
名
が
大
阪
府
庁

を
訪
ね
、
内
務
部
長
・
予
算
委
員
長
に
「
女
給
は
貧
乏
な
家
庭
の
婦
人
が
生

活
の
た
め
に
見
い
だ
し
た
正
当
な
職
業
で
、
女
給
税
は
言
語
道
断
」
と
抗
議
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

府
議
会
各
派
議
員
に
決
議
文
を
手
交
し
た
。

①
　
内
務
省
警
保
局
『
第
＝
二
回
　
警
察
統
計
報
告
』
一
九
三
五
年
、
『
第
一
五
回

　
警
察
統
計
報
告
』
一
九
三
九
年
、
一
〇
〇
一
一
〇
一
頁
。

②
　
『
大
阪
府
統
計
書
』
一
九
一
入
－
四
五
年
。

③
　
南
三
編
『
近
代
庶
民
生
活
誌
　
享
楽
・
性
』
一
九
八
八
年
、
三
一
書
套
、
一
一
七

　
四
一
二
八
二
頁
。

④
　
『
社
会
事
業
研
究
』
一
七
巻
一
一
号
』
「
聯
盟
記
事
」
一
1
二
頁
。

⑥
野
曲
律
太
『
労
働
運
動
実
践
記
』
文
学
案
内
役
、
一
九
三
六
年
、
三
二
六
1
九
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厳島期大阪に於ける「接客婦」とその運動（藤目）

　
頁
、
渡
部
徹
・
木
村
敏
男
監
修
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
　
戦
前
篇
・
上
　
第
一

　
巻
』
大
阪
社
会
運
動
協
会
、
一
九
八
六
年
、
七
九
圏
－
六
頁
。

⑥
　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
二
九
年
八
月
一
五
臼
、
『
大
阪
毎
日
紛
聞
』
同
年
八

　
月
一
八
日
。

⑦
　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
二
月
二
一
日
。

⑧
　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
…
九
三
〇
年
穴
月
一
二
、
　
＝
二
日
、
『
大
阪
毎
日
新
聞
』

　
闘
四
年
穴
月
｝
二
、
　
一
一
二
、
　
一
五
n
口
。

⑨
　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
一
一
月
二
一
、
一
二
月
一
七
日
。

第
二
章
　
芸

妓

　
1
　
芸
妓
の
位
相

　
一
九
〇
九
年
の
「
キ
タ
の
大
火
」
で
曾
根
崎
新
地
の
遊
廓
は
全
焼
し
遊
廓

廃
止
の
府
令
が
告
示
さ
れ
た
が
、
花
街
は
存
続
し
た
。
ミ
ナ
ミ
の
難
波
新
地

遊
廓
も
一
二
年
の
大
火
災
後
の
事
情
は
キ
タ
と
同
様
で
、
南
二
五
花
街
（
難

波
凹
地
、
坂
町
、
櫓
町
、
九
郎
右
衛
門
町
、
宗
右
衛
門
町
）
は
遊
廓
廃
止
後

も
依
然
ミ
ナ
ミ
の
大
歓
楽
地
と
し
て
遊
客
を
引
き
付
け
続
け
た
。
二
七
年
一

二
月
、
大
阪
府
は
港
区
田
中
町
と
東
成
区
片
江
町
の
ニ
ヵ
所
に
芸
妓
居
佐
指

定
地
を
認
可
し
た
。
廃
娼
運
動
の
側
は
、
芸
妓
居
住
地
の
指
定
は
そ
の
土
地

を
事
実
上
遊
廓
と
化
す
結
果
に
な
る
と
従
来
反
対
を
唱
え
て
お
り
、
「
芸
妓

制
度
は
旧
来
の
風
習
に
し
て
剛
健
な
る
国
民
精
神
を
破
壊
し
教
育
を
遡
り
家

庭
を
破
る
こ
と
最
も
甚
だ
し
」
と
反
対
運
動
を
展
開
し
た
が
、
府
は
次
々
と

芸
妓
居
住
地
を
指
定
、
二
九
年
八
月
ま
で
に
二
八
が
新
設
、
遊
興
地
が
拡
張

　
　
　
　
　
①

さ
れ
て
い
っ
た
。

　
芸
妓
は
廃
娼
運
動
の
側
か
ら
は
、
娼
婦
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
が
常
で
あ

っ
た
。
伊
藤
秀
吉
は
『
廓
清
』
一
二
巻
四
一
六
号
に
「
芸
妓
設
置
反
対
論
」

を
連
載
、
芸
妓
の
内
実
は
「
純
然
た
る
売
春
婦
で
あ
っ
て
、
私
娼
の
一
形
式

に
過
ぎ
ぬ
」
と
し
、
「
我
々
が
芸
妓
羅
屋
乃
至
芸
妓
に
反
対
す
る
の
は
『
芸

妓
は
売
淫
婦
で
あ
る
』
か
ら
と
い
ふ
一
語
に
尽
き
る
」
と
し
て
い
る
。
大
阪

廃
娼
運
動
に
お
い
て
も
、
芸
妓
を
公
共
の
場
か
ら
排
除
す
る
こ
と
、
芸
妓
居

往
地
の
認
可
を
行
政
に
許
さ
な
い
こ
と
が
、
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
一
九
〇

三
年
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
開
の
余
興
行
事
に
芸
妓
の
「
浪
速
踊
り
」

が
企
画
さ
れ
る
と
、
廃
娼
運
動
野
は
、
「
白
昼
公
然
醜
業
婦
の
舞
踊
を
許
容

す
る
が
如
き
」
は
も
っ
て
の
ほ
か
、
と
演
説
会
を
開
き
反
対
し
た
。
～
九
一

七
年
、
帯
電
「
第
三
線
完
成
祝
い
」
の
大
宴
会
に
数
百
船
の
芸
妓
に
接
待
さ

せ
る
と
い
う
市
の
計
画
に
対
し
、
青
年
の
遊
蕩
心
を
挑
発
す
る
と
反
対
し
計

画
を
変
更
さ
せ
、
二
二
年
、
府
が
新
世
界
と
住
吉
公
園
の
隣
接
地
に
芸
妓
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

暦
住
地
を
指
定
す
る
と
、
取
り
消
し
運
動
を
展
胴
し
た
。
二
七
年
六
月
、
西

横
堀
川
筋
に
竣
工
し
た
新
町
橋
の
渡
り
初
め
の
式
を
華
々
し
く
行
う
た
め
芸

者
を
参
加
さ
せ
る
と
の
計
画
に
対
し
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
（
以

下
、
矯
風
会
と
略
称
）
と
大
阪
市
連
合
婦
人
会
の
河
井
や
え
子
ら
大
阪
の
婦

人
運
動
家
が
極
力
反
対
を
唱
え
運
動
し
た
が
、
結
局
渡
り
初
め
に
は
新
町
芸

者
一
二
〇
余
名
が
行
進
し
た
。
同
年
九
月
、
中
之
島
と
福
島
を
つ
な
ぐ
堂
島
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大
猟
が
竣
工
、
今
度
の
渡
り
初
め
に
も
芸
者
五
〇
名
を
練
り
歩
か
せ
る
と
い

う
の
で
、
矯
風
会
は
他
の
団
体
と
共
に
反
対
運
動
を
し
、
よ
う
や
く
芸
者
の

参
加
を
阻
止
し
、
同
年
｝
二
月
に
渡
辺
橋
・
肥
後
橋
の
渡
り
初
め
式
が
行
わ

れ
た
際
に
も
芸
妓
は
参
加
せ
ず
、
矯
風
会
は
「
旧
来
の
晒
習
の
破
ら
れ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
を
大
い
に
感
謝
」
し
た
。
し
た
が
っ
て
室
長
勢
力
に
と
っ
て
上
述
の
芸
妓

居
佐
地
指
定
は
、
永
年
の
運
動
の
成
果
の
否
定
で
あ
り
、
全
く
「
量
質
も
の
」

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
「
歌
舞
音
曲
を
持
っ
て
座
興
を
助
け
酒
間
を
斡
旋
す
る
」
と
い
う

表
稼
業
の
鳥
影
に
売
春
が
絶
え
ず
付
き
ま
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、
芸
妓
自
身

も
証
言
し
て
い
た
。
二
九
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
『
大
阪
時
事
斬
報
』

に
四
六
回
連
載
さ
れ
た
「
宴
席
と
芸
妓
の
解
剖
し
は
、
当
時
の
花
街
の
実
状

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
四
歳
の
時
に
南
地
か
ら
舞
子
を
ふ
り
だ
し
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
油
屋
席
の
一
芸
妓
は
、
「
芸
者
と
名
の
つ
く
程
の
者
に
白
無
垢

清
浄
の
身
を
持
つ
も
の
は
広
い
廓
に
た
だ
の
一
人
も
あ
り
ま
せ
ん
」
、
「
（
芸

妓
業
は
）
世
の
眼
も
寝
ず
に
ど
れ
だ
け
働
き
通
し
て
も
表
稼
業
の
花
代
だ
け

で
は
と
て
も
生
活
で
き
な
い
、
ソ
ロ
バ
ン
玉
に
か
か
ら
ぬ
フ
シ
ギ
な
商
売
」

で
あ
っ
て
、
デ
ビ
ュ
ー
の
翌
年
に
は
売
春
を
始
め
、
性
病
に
も
感
染
し
た
と

語
っ
て
い
る
（
五
月
三
〇
日
）
。

　
が
、
表
稼
業
の
み
で
生
活
し
得
な
い
の
は
、
娼
妓
と
同
様
に
前
借
に
縛
ら

れ
て
い
る
こ
と
と
共
に
、
女
給
業
と
同
様
に
苛
烈
な
搾
取
を
被
っ
て
い
る
こ

と
に
因
る
。
劣
悪
な
労
働
条
件
の
圧
力
に
よ
り
芸
妓
は
娼
婦
化
を
促
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
「
宴
席
と
芸
妓
の
解
剖
」
の
中
で
、
三
越
常
務
取
締
役
の
幾
度

永
は
芸
者
に
同
情
を
寄
せ
、
芸
者
の
周
辺
に
茶
屋
、
置
屋
が
あ
る
が
、
一
本

の
花
代
一
五
銭
の
内
五
銭
を
茶
量
に
二
銭
を
置
屋
に
と
ら
れ
芸
者
に
は
八
銭

し
か
残
ら
ず
、
茶
屋
や
置
屋
の
不
労
所
得
は
甚
だ
し
く
、
更
に
妓
丁
が
芸
妓

の
祝
儀
に
寄
生
し
て
い
る
、
「
此
の
悪
制
度
を
根
本
的
に
改
革
せ
ね
ば
芸
者

の
品
性
向
上
は
求
め
ら
れ
ず
、
泥
稼
業
の
醜
名
も
取
り
除
き
得
な
い
」
と
指

摘
し
た
（
五
月
～
四
日
）
。
三
菱
商
事
大
阪
支
店
長
の
柳
瀬
篤
次
郎
は
、
花

街
の
祝
儀
値
下
げ
は
芸
妓
の
み
に
犠
牲
を
強
い
て
お
り
「
元
来
収
入
の
少
な

い
芸
者
を
ま
す
ま
す
窮
地
に
つ
き
お
と
す
よ
う
な
も
の
で
、
見
よ
う
に
よ
っ

て
は
廓
業
者
は
て
い
よ
く
人
の
ふ
ん
ど
し
で
相
撲
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
心

事
は
実
に
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
醜
悪
を
極
め
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
芸

者
が
稼
ぐ
花
代
の
中
か
ら
扱
い
席
も
茶
屋
も
共
に
多
額
な
配
分
を
取
っ
て
何

ら
自
己
に
得
失
の
無
い
芸
者
独
占
の
祝
儀
の
み
を
値
下
げ
し
た
の
は
弱
い
も

の
い
じ
め
」
（
六
月
三
〇
日
）
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

　
花
街
が
打
ち
続
く
不
景
気
と
新
興
カ
フ
ェ
ー
の
進
出
に
圧
迫
さ
れ
経
営
が

困
難
に
な
る
に
つ
れ
、
芸
妓
か
ら
の
収
奪
は
よ
り
過
酷
に
な
っ
て
い
っ
た
。

｝
九
三
〇
年
、
不
況
の
ド
ソ
底
に
陥
っ
た
各
花
街
は
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
、

芸
妓
に
ダ
ン
ス
を
教
え
時
流
に
乗
ろ
う
と
し
た
り
、
抱
え
の
少
女
た
ち
で
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
を
組
織
し
た
り
、
い
ず
れ
の
花
街
も
時
代
に
即
し
た
営
業
に
知

130　（284）



戦間期大阪に於ける「接客婦」とその運動（藤目）

恵
を
絞
っ
て
い
る
が
、
母
地
で
は
、
他
の
遊
廓
に
先
駆
け
て
六
月
、
遊
廓
顧

問
坂
口
祐
三
郎
の
名
を
も
っ
て
「
宥
花
値
下
げ
」
を
断
行
し
た
。
抜
駆
け
を

避
難
し
た
他
の
遊
廓
も
値
下
げ
を
し
て
遊
客
を
引
き
付
け
る
道
を
取
り
、
結

局
、
そ
の
し
わ
よ
せ
は
芸
妓
に
か
か
っ
て
い
っ
た
。

　
2
　
芸
妓
の
運
動

　
一
九
三
〇
年
、
不
景
気
の
矛
盾
を
転
嫁
さ
れ
る
立
場
の
芸
妓
が
団
結
し
て

立
ち
上
が
り
、
衆
目
を
集
め
た
。

　
堀
江
芸
妓
は
、
芸
妓
の
利
害
問
題
を
決
め
る
の
に
廓
の
役
員
た
ち
が
一
般

芸
妓
の
意
見
に
～
度
で
も
耳
を
傾
け
た
こ
と
な
い
と
抗
議
、
今
後
は
芸
妓
が

結
束
、
団
体
の
力
で
自
ら
の
利
害
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
運
動
を
起
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
た
が
、
八
月
一
七
日
、
ひ
と
ま
ず
新
町
警
察
署
長
の
斡
旋
で
双
ま
っ
た
。

　
北
陽
に
お
い
て
は
、
北
陽
新
地
の
芸
妓
六
二
九
名
を
代
表
す
る
芸
妓
組
合

評
議
員
会
の
芸
妓
一
〇
名
が
、
九
月
一
六
日
、
大
西
取
締
に
前
借
金
利
子
値

下
げ
、
茶
屋
口
銭
値
下
げ
と
い
っ
た
待
遇
改
善
の
要
求
を
評
議
員
会
の
決
議

に
基
づ
い
て
提
出
し
た
。
が
、
回
答
が
煮
え
き
ら
ず
交
渉
が
行
き
詰
ま
り
、

代
表
の
芸
妓
八
名
が
二
五
日
、
大
西
取
締
り
の
手
元
ま
で
辞
表
を
提
出
し
、

俄
然
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
「
弱
い
も
の
、
無
自
覚
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
芸

妓
が
、
古
い
伝
統
を
破
り
、
勇
敢
に
も
紅
唇
を
つ
い
て
の
団
体
争
議
と
し
て

そ
の
成
行
き
が
注
目
」
さ
れ
た
。
耽
揚
芸
妓
の
団
結
運
動
が
各
遊
廓
に
飛
び

謝
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
抱
え
主
徳
は
、
こ
れ
に
備
え
遊
興
税
と
芸
妓
税
の
減

税
を
購
当
局
に
陳
情
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
新
町
、
北
陽
、
堀
江
、

南
陽
の
各
取
締
が
協
議
、
大
阪
布
郡
遊
廓
連
含
会
を
開
き
方
針
を
決
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
抱
え
主
側
、
茶
屋
側
、
芸
妓
側
は
折
衝
を
重
ね
た
結
果
、
三

〇
日
、
茶
屋
口
銭
と
花
代
の
分
配
率
は
他
の
遊
廓
と
の
交
渉
が
必
要
だ
か
ら

適
当
の
時
期
ま
で
こ
れ
を
考
慮
す
る
こ
と
と
し
つ
つ
も
、
前
借
金
の
金
利
問

題
は
値
下
げ
を
条
件
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
取
締
に
一
任
、
さ
ら
に
妓
丁

の
祝
儀
は
撤
廃
す
る
と
の
解
決
条
件
で
妥
結
し
た
。
こ
の
争
議
に
よ
っ
て
芸

妓
側
は
前
借
金
利
子
値
下
げ
、
虚
無
祝
儀
撤
廃
の
主
要
ニ
カ
条
の
要
求
を
貫

徹
さ
せ
た
。
北
新
地
の
芸
妓
評
議
員
は
、
一
日
、
北
陽
演
舞
場
の
稽
古
場
に

同
廓
の
姐
さ
ん
指
事
三
〇
名
を
集
め
勝
利
の
週
末
を
報
告
し
、
「
互
い
に
勉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

強
し
て
廓
が
繁
盛
す
る
よ
う
に
」
と
申
し
合
わ
せ
た
。

　
同
年
南
地
で
は
、
宗
右
衛
門
町
大
和
屋
の
坂
口
祐
三
郎
が
傷
心
に
な
り
、

花
代
値
下
げ
と
共
に
花
街
の
趣
向
を
様
々
に
凝
ら
し
、
芸
妓
へ
の
心
得
書
を

大
量
に
普
及
し
、
勢
力
挽
回
に
む
け
て
種
々
の
改
革
を
断
行
し
た
。
坂
口
祐

三
郎
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
か
ら
大
阪
財
界
の
人
脈
を
駆
使
し
つ
つ
、
「
商

晶
の
製
造
か
ら
販
売
ま
で
は
合
理
的
な
一
貫
作
業
が
必
要
」
と
、
芸
妓
養
成

所
を
設
け
、
養
成
し
た
芸
妓
に
料
理
屋
で
接
待
さ
せ
る
と
い
う
一
貫
経
営
で

莫
大
な
利
益
を
挙
げ
て
い
た
。
不
景
気
の
た
め
に
老
舗
を
安
売
り
す
る
者
が

続
出
す
る
無
地
に
於
て
、
演
舞
場
を
土
地
会
社
と
し
そ
の
株
券
を
融
通
し
て
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廃
業
者
を
防
ぐ
な
ど
、
野
地
五
花
街
に
君
臨
し
、
飛
将
軍
と
う
た
わ
れ
た
人

物
で
あ
る
。
坂
口
が
申
心
と
な
り
一
九
三
三
年
に
は
、
従
来
お
よ
そ
二
〇
軒

の
扱
店
（
検
番
）
で
各
々
別
々
に
行
っ
て
い
た
経
営
を
一
つ
に
ま
と
め
て
着

地
五
花
街
全
体
を
統
括
す
る
検
番
会
社
が
資
本
金
五
〇
万
円
で
設
立
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

花
街
経
済
の
近
代
化
、
統
制
の
強
化
が
推
進
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
花
街
「
共
々
」
の
断
行
は
、
芸
娼
妓
の
労
働
条
件
を
変
質
さ
せ

て
い
っ
た
。
前
借
金
で
が
ん
じ
が
ら
め
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
芸
娼
妓
は
「
奴

隷
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
芸
妓
自
身

の
裁
判
闘
争
に
よ
っ
て
、
一
歩
ず
つ
入
身
の
自
由
が
か
ち
と
ら
れ
つ
つ
あ
っ

た
。
　
一
九
一
三
年
に
は
、
「
一
三
の
と
き
か
ら
八
年
闘
苦
界
に
泣
く
し
生
活

を
強
制
さ
れ
て
い
た
芸
妓
、
寺
田
加
代
が
、
離
縁
請
求
訴
訟
を
起
こ
し
、

「
養
女
名
義
の
搾
取
に
｝
大
痛
棒
」
と
な
っ
た
大
阪
控
訴
院
判
決
を
か
ち
と

っ
た
。
　
一
九
三
二
年
目
は
、
「
前
借
地
獄
」
に
苦
し
み
「
全
国
の
芸
娼
妓
さ

ん
た
ち
の
為
に
も
」
と
金
銭
債
務
調
停
法
に
訴
え
た
白
水
た
ま
子
が
勝
利
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

借
金
減
免
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
身
の
自
由
が
｝
歩
ず
つ
か

ち
と
ら
れ
て
い
く
一
方
で
、
同
じ
時
期
に
推
進
さ
れ
た
「
資
本
主
義
化
し
は

従
来
に
な
い
形
で
の
「
商
品
」
化
を
芸
娼
妓
に
迫
っ
た
。
検
番
会
社
は
、
芸

妓
屋
を
取
り
締
ま
り
、
遊
客
の
斡
旋
か
ら
芸
妓
の
客
あ
し
ら
い
・
花
代
の
精

算
ま
で
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
花
街
統
制
経
済
の
た
め
、
従
来
、
一

定
の
独
立
性
を
誇
っ
て
い
た
小
規
模
な
置
屋
や
茶
屋
の
一
団
は
圧
迫
さ
れ
、

い
わ
ば
芸
妓
の
大
資
本
へ
の
隷
属
が
深
ま
っ
た
。
「
一
流
所
」
の
芸
妓
に
と

っ
て
は
「
自
前
芸
者
の
衿
持
を
検
番
出
現
に
嵜
っ
て
極
度
に
踏
み
に
じ
ら
れ
、

独
立
芸
者
か
ら
検
番
の
雇
い
女
に
、
更
に
、
商
品
に
と
転
落
す
る
待
遇
に
反

　
　
　
　
　
　
　
⑧

比
例
し
た
設
営
負
担
」
は
堪
え
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
し
、
あ
ま
り
売
れ
な

い
芸
妓
に
と
っ
て
は
、
「
今
ま
で
な
れ
ば
扱
店
が
気
を
配
っ
て
妓
丁
も
茶
屋

に
頼
ん
で
い
わ
ゆ
る
『
さ
し
こ
み
』
を
し
て
貰
い
ま
し
た
が
、
会
社
に
な
る

と
全
部
が
平
等
で
、
要
は
芸
妓
自
体
の
腕
で
売
る
か
売
れ
ぬ
か
が
決
め
ら
れ

て
、
会
社
側
が
末
端
的
な
世
話
が
出
来
ま
せ
ん
。
従
っ
て
売
れ
な
い
芸
妓
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ま
す
ま
す
売
れ
ず
に
く
さ
っ
て
行
く
」
と
い
う
苦
悩
が
あ
っ
た
。

　
坂
口
祐
三
郎
の
花
街
統
制
に
抵
抗
し
て
、
貸
地
芸
妓
は
宗
右
衛
門
真
鶴
乃

屋
女
将
安
西
と
み
を
盟
主
と
し
て
一
九
三
〇
年
、
爾
地
芸
妓
組
合
を
結
成
し

　
　
⑩

て
い
る
。
最
初
は
組
合
員
も
三
、
四
〇
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
発
足
し
た

検
番
会
社
へ
の
反
感
と
内
地
五
花
街
疑
獄
事
件
に
坂
口
が
連
座
し
た
こ
と
か

ら
芸
妓
た
ち
の
問
に
不
満
が
醸
成
さ
れ
、
三
六
年
に
は
姫
さ
ん
芸
妓
二
五
名

が
幹
事
に
な
り
、
そ
の
妹
芸
妓
を
包
容
し
て
二
八
○
人
、
無
地
現
役
芸
妓
数

の
三
分
の
一
の
大
団
体
に
発
展
し
た
。
三
六
年
六
月
、
検
番
会
社
へ
の
公
式

な
交
渉
権
を
持
つ
た
め
所
轄
島
之
内
暑
へ
も
届
出
を
済
ま
し
て
鶴
釜
屋
に
事

務
署
の
帯
板
を
挙
げ
た
。

　
芸
妓
組
合
は
三
六
年
一
～
月
、
「
お
願
い
」
の
名
籔
で
、
検
番
に
対
し
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
一
七
枚
、
六
箇
条
八
項
に
わ
た
る
要
求
書
を
提
出
、
検
番
会
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社
を
驚
愕
さ
せ
た
。
路
地
芸
妓
組
含
を
南
講
評
花
街
組
合
に
対
す
る
一
の
組

織
体
と
し
て
承
認
せ
よ
（
芸
妓
は
今
ま
で
南
鮮
五
花
街
組
合
に
対
し
て
何
の

権
利
も
な
く
幾
多
の
義
務
の
み
負
担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
）
、
演
舞
員
に
芸
妓

を
選
出
せ
よ
（
二
四
名
の
演
舞
嚢
中
、
少
な
く
と
も
六
名
を
芸
妓
組
合
か
ら

参
加
さ
せ
る
こ
と
）
、
「
芸
娼
妓
は
廓
有
財
産
に
は
一
切
の
権
利
を
有
せ
ざ
る

も
の
と
す
」
の
規
定
を
削
除
せ
よ
、
検
番
収
益
を
減
少
せ
よ
（
検
番
収
益
を

切
下
げ
、
そ
の
う
ち
一
定
額
を
積
み
立
て
て
芸
妓
廃
業
の
折
り
、
廃
業
資
金

と
し
て
払
い
戻
せ
。
残
り
は
、
貸
席
収
益
に
譲
れ
）
、
芸
…
鰻
妓
収
益
中
か
ら

天
引
き
さ
る
る
根
拠
な
き
店
祝
儀
を
全
廃
せ
よ
、
わ
れ
ら
よ
り
さ
ら
に
弱
い

地
位
に
あ
る
妓
丁
の
待
遇
を
改
善
し
、
妓
丁
に
対
す
る
芸
妓
心
付
け
の
二
重

負
担
を
撤
廃
せ
よ
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
搾
取
制
度
に
反
旗
を
翻
し
て

た
っ
た
南
仲
芸
妓
組
合
は
、
南
地
五
花
街
遊
廓
事
務
所
に
承
認
を
求
め
交
渉

を
続
け
た
が
、
三
七
年
二
月
二
五
日
夜
、
と
う
と
う
交
渉
は
決
裂
、
芸
妓
た

ち
は
山
籠
り
戦
術
を
強
行
す
る
こ
と
に
決
定
、
顧
問
の
安
西
と
お
琴
ら
約
六

〇
名
の
芸
妓
た
ち
は
二
六
日
朝
以
来
、
信
貴
山
玉
蔵
院
に
向
か
い
、
「
大
阪

畑
地
芸
妓
祈
願
本
部
」
と
大
書
し
た
立
野
板
を
山
門
に
掲
げ
た
。
遊
廓
側
で

は
「
芸
妓
組
合
は
廓
の
統
制
上
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
」
と
の
強
硬
な
姿
勢

を
崩
さ
ず
、
芸
妓
側
も
要
求
の
認
め
ら
れ
ぬ
場
合
に
は
、
鑑
札
の
返
還
、
剃

髪
も
辞
さ
な
い
と
宣
言
し
て
、
争
議
団
に
対
外
交
渉
、
情
報
、
会
計
、
山
嶺

の
各
係
を
定
め
、
大
阪
に
も
留
守
隊
を
お
き
情
報
交
換
を
頻
々
に
行
な
う
体

制
を
固
め
て
持
久
戦
に
入
っ
た
。
「
因
果
と
伝
統
の
枇
界
に
爆
弾
」
「
柳
眉
逆

立
て
山
籠
り
」
「
紅
唇
の
爆
弾
宣
言
」
な
ど
と
各
薪
聞
が
書
き
立
て
、
松
竹

レ
ビ
ュ
ー
ガ
ー
ル
争
議
を
田
丸
い
お
こ
さ
せ
る
山
…
龍
り
軌
載
加
伽
の
奇
一
荻
さ
、
廿
耳
妓

の
団
結
運
動
の
物
珍
し
さ
が
注
目
を
集
め
話
題
を
さ
ら
っ
た
。
「
ウ
チ
ら
は

商
晶
や
あ
ら
へ
ん
し
」
「
生
き
た
屍
と
な
る
の
は
い
や
だ
す
、
芸
妓
か
て
団

結
せ
な
あ
か
ん
し
し
と
い
っ
た
争
議
団
の
意
気
込
み
が
伝
え
ら
れ
た
。
芸
妓

の
団
結
運
動
を
知
っ
た
社
会
大
衆
党
は
緊
急
に
協
議
、
府
会
議
鼻
津
名
は

「
速
や
か
に
芸
妓
組
合
を
認
め
、
可
憐
な
勤
労
女
性
に
有
利
な
解
決
を
も
た

ら
す
よ
う
当
濁
の
公
正
な
取
扱
を
要
望
す
る
」
旨
の
声
明
書
を
大
阪
府
警
察

部
に
提
禺
、
府
政
研
究
会
に
も
晴
局
問
題
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

洞
府
会
議
員
ら
は
二
七
日
、
籠
城
芸
妓
た
ち
と
会
見
し
激
励
、
「
争
議
に
は

直
接
は
い
ら
な
い
が
、
外
部
か
ら
ど
し
ど
し
援
助
す
る
旨
誓
い
、
娠
さ
ん
方

は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
階
級
闘
争
論
に
す
っ
か
り
感
激
し
て
い
た
扁
。
翌

二
八
日
に
は
、
同
党
系
の
無
産
婦
人
同
麗
の
名
村
文
子
ら
が
玉
蔵
院
を
訪
ね
、

激
励
し
た
。

　
争
議
が
膠
着
し
、
芸
妓
た
ち
は
、
既
成
の
暴
力
条
の
「
お
願
い
」
は
一
切

撤
回
し
、
芸
妓
自
身
が
芸
妓
の
た
め
の
新
し
い
検
番
会
社
を
設
立
す
る
と
い

う
新
方
針
を
出
し
た
。
大
阪
府
警
察
部
は
初
め
て
積
極
的
に
和
解
工
作
に
乗

り
出
し
、
三
月
六
日
、
府
庁
に
於
て
争
議
団
と
検
番
会
社
の
会
見
が
行
わ
れ
、

芸
妓
全
部
の
下
由
と
幹
部
の
遊
廓
事
務
所
へ
の
陳
謝
表
明
、
新
検
番
の
設
立
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承
認
、
安
西
と
み
は
新
検
番
の
貴
任
の
あ
る
地
位
に
就
か
な
い
こ
と
、
双
方

と
も
従
来
の
行
き
が
か
り
は
捨
て
て
円
満
な
る
融
和
を
は
か
り
共
存
共
栄
に

努
め
る
こ
と
、
と
い
う
解
決
条
件
で
妥
結
し
た
。
こ
の
条
件
は
、
「
組
合
な

ど
と
い
う
闘
争
的
団
体
は
伝
統
の
美
風
を
誇
る
当
地
で
は
面
白
く
な
い
」
が
、

別
個
の
検
番
を
認
め
る
の
な
ら
「
将
来
の
椙
互
の
互
助
融
和
に
資
す
」
こ
と

も
あ
り
え
よ
う
と
い
う
警
察
部
の
判
断
と
検
番
側
の
妥
協
の
産
物
で
も
あ
っ

た
が
、
芸
妓
側
は
完
全
勝
利
と
受
け
止
め
大
い
に
気
勢
を
揚
げ
、
早
速
新
会

社
創
設
に
乗
り
出
し
た
。
「
新
検
番
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
芸
妓
の
品
性
向
上

と
し
、
株
式
会
社
と
は
せ
ず
に
芸
妓
を
主
体
と
し
た
理
事
制
に
よ
る
相
互
組

織
と
し
て
、
役
員
は
一
切
男
性
を
除
い
て
女
性
だ
け
で
経
営
し
、
従
来
の
二

重
三
重
の
搾
取
制
度
を
是
正
す
る
」
方
針
で
、
三
月
一
八
日
正
式
に
設
立
認

可
を
受
け
、
そ
の
一
月
後
に
発
足
し
た
。

　
坂
口
祐
三
郎
は
、
芸
妓
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
自
分
を
失
脚
さ
せ
よ
う
と
し
た

悪
人
が
芸
妓
を
利
用
し
て
仕
組
ん
だ
陰
謀
で
あ
り
、
こ
の
結
果
「
今
ま
で
お

嬢
さ
ん
の
よ
う
な
南
地
芸
妓
の
よ
さ
は
な
く
な
っ
て
、
恩
義
も
情
愛
も
破
れ

草
履
の
よ
う
に
捨
て
て
、
た
だ
自
分
本
位
の
女
工
の
よ
う
な
雪
気
的
芸
妓
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

一
部
に
作
り
上
げ
ま
し
た
」
と
主
張
し
て
い
る
。
が
、
五
月
九
日
の
『
大
阪

朝
露
新
聞
』
は
「
新
検
番
の
妓
は
み
ん
な
上
昇
景
気
だ
す
」
「
信
貴
山
に
上

っ
た
妓
が
人
気
が
あ
る
の
で
、
新
検
番
二
四
〇
人
み
な
登
っ
た
こ
と
に
し
と

こ
う
か
と
思
っ
て
ま
す
」
と
い
う
新
検
番
重
役
芸
妓
の
談
話
を
伝
え
て
い
る
。

①
　
『
廓
清
』
一
九
二
九
年
九
月
、
四
〇
頁
。

②
　
　
並
闘
堀
捌
『
大
阪
社
ム
瓜
労
働
運
耐
動
中
く
』
、
　
二
一
五
…
二
一
六
、
　
四
［
四
八
、
　
七
〇
一
二
頁
。

③
　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
二
七
年
六
月
二
三
、
二
七
日
、
『
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯

　
風
会
百
年
史
』
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
六
年
、
四
八
八
頁
、
林
歌
子
『
涙
と
汗
』

　
大
阪
婦
人
ホ
ー
ム
、
一
九
二
八
年
、
二
三
…
二
五
頁
。

④
　
林
喜
代
弘
「
昭
和
初
年
　
大
阪
歓
楽
街
展
望
」
南
博
編
前
掲
書
、
四
七
四
一
九

　
頁
。

⑤
　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
〇
年
九
月
二
八
、
三
〇
、
一
〇
月
一
日
。

⑥
　
鷲
谷
樗
風
『
坂
口
袖
三
郎
伝
』
大
和
屋
、
一
九
五
五
年
。

⑦
　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
、
五
月
二
九
日
、
一
九
三
二
年
、
一
〇
月
二

　
二
、
二
七
日
。

⑧
　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
七
年
、
三
月
四
日
。

⑨
鷲
谷
前
掲
書
、
四
二
頁
。

⑩
芝
地
芸
妓
組
合
の
結
成
・
争
議
に
つ
い
て
は
、
『
大
阪
二
巴
新
聞
』
～
九
三
七
年

　
二
月
二
七
、
二
八
、
三
月
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
一
一
、

　
一
四
、
一
八
、
一
九
日
、
五
月
九
日
。

⑪
融
⑨
に
同
じ
。第

三
章
　
娼

妓

　
－
　
娼
妓
の
位
相

　
廃
娼
運
動
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
波
に
の
っ
て
高
揚
し
、
二
六
年
五
月

に
は
警
察
部
長
会
議
が
初
め
て
公
娼
問
題
を
取
り
上
げ
、
娼
妓
の
待
遇
改
善

の
必
要
を
認
め
た
。
運
動
は
全
国
に
広
が
り
各
地
に
廃
娼
県
が
誕
生
し
た
。

大
阪
の
貸
座
敷
業
は
、
政
・
官
の
一
部
と
結
託
し
、
一
九
一
六
年
に
新
た
に
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戦捷期大阪に於ける「接客婦」とその運動（藤目）

飛
田
遊
廓
建
設
が
認
可
、
二
〇
年
代
に
も
貸
座
敷
指
定
地
が
新
設
さ
れ
る
な

ど
他
府
県
に
比
べ
て
強
力
で
、
戦
塵
期
最
多
記
録
の
一
九
三
七
年
末
現
在
で

全
国
四
七
、
二
一
七
人
中
低
、
二
四
九
人
と
、
日
本
一
の
娼
妓
数
を
示
し
た

が
、
カ
フ
ェ
ー
と
廃
娼
運
動
に
圧
さ
れ
、
戦
間
期
を
通
し
て
貸
座
敷
数
は
減

　
　
　
　
　
①

少
し
て
い
っ
た
。
遊
廓
の
統
計
は
、
景
気
の
回
復
す
る
一
九
三
三
年
ま
で
は
、

概
し
て
貸
座
敷
島
の
減
少
と
娼
妓
数
の
増
加
、
遊
客
数
の
増
加
と
消
費
金
額

の
減
少
と
い
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
娼
妓
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
年

々
よ
り
多
く
の
遊
客
を
も
て
な
す
が
、
収
入
は
年
々
減
少
し
、
楼
主
の
搾
取

Jrl，559

66，340

77，381

89，549

99，312

工ez478

109，335

111，700

111，284

98，437

を
別
に
し
て
も
、
減
少
し
て
ゆ
く
収
入
を
増
加
し
て
ゆ
く
多
く
の
同
業
者
と

分
か
ち
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
構
造
で
あ
る
（
表
参
照
）
。
娼
妓
に
と
っ

て
待
遇
改
善
の
要
求
は
切
実
の
度
を
増
し
て
い
っ
た
。

　
前
述
の
一
九
二
九
年
九
月
の
社
会
事
業
連
盟
婦
人
部
会
の
研
究
会
で
は
、

「
職
業
婦
人
の
一
部
に
公
娼
た
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
に

婦
人
意
想
の
癌
で
、
こ
の
惨
苦
の
境
に
堕
せ
る
婦
人
に
向
か
っ
て
こ
れ
に
救

済
の
手
を
下
す
の
必
要
は
あ
る
も
、
職
業
は
神
聖
と
い
う
見
地
か
ら
す
る
と
、

公
娼
は
決
し
て
神
話
な
も
の
で
な
い
以
上
、
こ
れ
を
職
業
申
に
加
え
る
こ
と

女給数カフェー
及び一“・一一遊客数娼妓

2Z532

27，041

30，598

35，200

37，056

36，202

34，971

32，813

31，289

22，794，221

22，360，170

22，827，730

22，393，870

22，736，341

24，922，504

25，838，776

27，278，106

28，063，451

30，818，981

33，486，192

49，058

49／477

52，111

52，064

51，557

49，302

45，705

45，837

47，217

47／2工7

45，289

全　国

貸座敷
営業者

11，155

11，081

10，861

10，799

10，500

10，281

9，738

9，526

9，386

9，238

9，e12

1928

1929

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1937

1938

（内務省警保局r警察統計報告2より作成）

大阪の花街状況（年末現在）

貸座敷1娼妓1遊客数｛消費金額

12，090，736

25，512，559

19，941，393

21，891，847

23，632，417

22，175，664

26，572，836

24，286，302

23，821，544

20，896，993

21，139，279

21，436，595

2e，522，681

工8，902，531

18，403，099

21，040，479

22，821，597

26，025，751

25，761，122

30，335，111

23，80S，350

3，545，341

4，209，296

4，008，588

3，89Z960

4，265，560

4，167，047

4，819，568

4，543，318

4，773，575

4，694，312

4，929，31e

5，091，272

5，212，739

5，533，411

5，889，625

6，496，141

6，930，758

7，817，240

8，008，236

8，841．086

9，167，025

懇
㎜
齢
翻
鶏
簾
難
翻
罵
瓢
藩
邸

器
麗
器
撒
瀦
罵
溜
澱
翻
澱
所

載
㎜
豊
撒
㎜
欝
翻
翻
瀦
畿
紅
絹
（r大阪府統計書』より作成）

135　（289）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
妥
当
と
は
言
え
ぬ
」
と
の
意
晃
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
矯
風
会
を
始
め
と

す
る
市
民
的
女
性
馬
体
の
廃
娼
の
主
張
は
、
娼
妓
の
立
場
に
立
っ
て
な
さ
れ

た
と
い
う
よ
り
も
、
良
妻
賢
母
思
想
の
域
を
出
な
い
母
性
主
義
か
ら
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
矯
風
会
は
飛
田
遊
廓
反
対
運
動
の
過
程
で
「
母
の
叫
び
」

と
し
て
集
会
を
開
き
府
当
周
に
講
願
し
た
が
、
「
私
共
婦
人
と
し
て
異
母
と

し
て
国
家
に
尽
く
す
べ
き
務
め
の
最
も
大
な
る
も
の
は
、
善
良
に
し
て
強
健

な
る
第
二
国
民
を
養
成
」
す
る
事
な
の
に
、
子
供
や
青
年
学
生
の
生
活
圏
内

に
遊
廓
が
出
来
て
は
「
其
悪
感
化
の
及
ぼ
す
処
如
何
に
大
な
る
べ
き
か
、
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
寒
心
に
堪
へ
ざ
る
次
第
」
と
い
う
趣
旨
だ
っ
た
。
一
九
二
九
年
の
飛
田
遊

廓
非
常
門
開
放
反
対
運
動
で
は
矯
風
会
と
大
阪
市
連
合
婦
人
会
傘
下
の
婦
人

運
動
家
が
協
力
し
た
が
、
そ
の
際
の
府
知
事
に
対
す
る
請
願
の
趣
旨
も
「
国

民
の
母
た
る
私
共
」
の
子
女
の
教
育
を
思
う
「
母
心
の
哀
情
を
御
酌
み
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
ら
ん
事
を
」
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
廃
娼
を
望
む
立
場
か
ら
は
、
娼
妓
の
働
き
は
「
醜
業
」
で
あ
っ
て

「
職
業
」
と
は
認
め
が
た
く
、
「
惨
苦
の
境
に
堕
せ
る
婦
人
」
は
苦
界
か
ら

救
い
出
す
対
象
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
働
い
て
い
る
場
に
あ
っ
て
働
き
易
く
な

る
よ
う
に
労
働
条
件
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
発
想
の
生
ま
れ
る
余
地
は
乏
し

か
っ
た
。
「
醜
業
婦
」
と
い
う
表
現
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
憐
れ
み
は
時

と
毛
て
侮
蔑
の
感
情
と
表
裏
で
あ
っ
た
。

　
2
　
娼
妓
の
運
動

　
し
か
し
な
が
ら
、
門
自
由
廃
業
で
廓
は
出
た
が
、
ソ
レ
ナ
ン
ト
シ
ョ
、
行

き
場
無
い
の
で
屑
拾
ひ
」
と
い
う
東
雲
節
（
ス
ト
ラ
イ
キ
節
）
に
歌
わ
れ
て

い
る
と
お
り
、
遊
廓
で
の
売
春
が
、
「
神
聖
」
な
職
業
に
就
き
た
く
と
も
就

け
な
い
貧
窮
層
の
婦
人
に
強
い
ら
れ
た
労
働
で
あ
っ
た
以
上
、
醜
業
で
あ
り

惨
苦
に
満
ち
て
い
よ
う
と
も
、
む
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
り
良
い
待
遇

で
働
き
た
い
と
い
う
要
求
が
生
ま
れ
る
の
は
自
然
で
あ
り
、
待
遇
改
善
を
求

め
る
闘
い
は
自
然
に
発
生
す
る
。
働
く
も
の
の
依
り
所
が
団
結
で
あ
る
こ
と

も
、
姻
妓
に
お
い
て
も
同
様
だ
っ
た
。
実
際
、
明
治
期
か
ら
娼
妓
の
闘
い
は

続
い
た
。
自
由
廃
業
運
動
は
、
函
館
の
娼
妓
坂
井
フ
タ
の
裁
判
闘
争
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。
ま
た
本
稿
が
対
象
に
し
て
い
る
大
阪
の
花
街
争
議
で
い
つ
で

も
思
い
出
さ
れ
、
引
合
い
に
出
さ
れ
た
の
が
、
明
治
期
の
熊
本
市
日
本
木
の

東
雲
楼
の
ス
ト
ラ
イ
キ
だ
っ
た
。
こ
の
争
議
は
救
世
軍
の
影
響
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
逆
に
遊
女
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
救
世
軍
の
廃
業
の
呼
掛
け
に
多
数

が
応
じ
る
状
況
を
創
り
出
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
遊
女
に
と
っ
て
は
商
売
道

具
で
あ
る
吸
い
付
け
煙
草
の
き
ざ
み
の
値
が
東
雲
楼
で
は
法
外
に
高
く
、
楼

主
の
搾
取
に
憤
珍
し
た
遊
女
た
ち
が
結
束
し
て
値
下
げ
を
要
求
し
、
代
蓑
者

に
よ
っ
て
団
体
交
渉
を
始
め
、
要
求
が
入
れ
ら
れ
な
い
た
め
総
数
の
半
数
に

当
た
る
四
〇
余
名
が
団
結
し
て
ス
ト
に
入
り
、
稼
業
を
休
ん
で
離
れ
と
別
棟

に
寵
城
し
た
。
籠
域
中
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
目
的
で
作
っ
た
歌
が
、
流
行
歌
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と
し
て
全
霊
を
風
廉
し
た
「
東
雲
節
」
だ
っ
た
。
こ
の
争
議
は
遊
女
側
の
敗

北
に
終
っ
た
が
、
煙
草
値
下
げ
問
題
は
日
本
木
遊
廓
全
体
の
問
題
だ
っ
た
の

で
、
日
本
木
の
六
〇
〇
余
論
の
遊
女
全
体
を
落
胆
さ
せ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

頃
、
救
世
軍
の
別
動
隊
で
あ
る
「
救
世
組
」
が
出
現
し
廃
業
を
勧
め
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

日
本
木
全
体
で
三
〇
〇
名
も
の
娼
妓
が
次
々
に
廃
業
し
た
の
で
あ
る
。
救
世

軍
や
矯
風
会
は
自
由
廃
業
運
動
、
廃
娼
運
動
に
於
て
、
献
身
的
な
努
力
を
続

け
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
が
、
そ
う
し
た
活
動
の
成
立
の
背
景
に
、

娼
妓
自
身
の
抵
抗
と
闘
い
が
存
在
し
た
こ
と
を
看
過
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
二
間
期
大
阪
に
お
い
て
も
、
娼
妓
は
救
済
の
手
を
下
さ
れ
る
の
を
待
っ
て

い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
身
の
よ
り
良
い
待
遇
を
求
め
て
団
結
し
闘
争
し

た
。
矯
風
会
な
ど
の
推
進
す
る
自
由
廃
業
運
動
、
廃
娼
運
動
に
直
接
聞
接
に

影
響
を
受
け
な
が
ら
、
娼
妓
自
ら
が
主
体
的
に
争
議
を
起
こ
し
て
い
る
。
戦

間
期
大
阪
の
遊
廓
は
、
市
内
に
は
、
松
島
、
飛
田
、
新
町
、
堀
江
及
び
南
地

盛
花
街
の
五
ヵ
所
が
あ
っ
た
。
「
送
り
込
み
程
度
」
を
採
る
他
の
三
遊
廓
と

違
い
、
松
島
・
飛
田
の
二
遊
廓
に
は
、
娼
妓
は
そ
の
抱
え
貸
座
敷
内
に
寄
遇

し
、
市
内
娼
妓
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
こ
で
働
い
て
い
た
。
戦
闘
期
最
も
多
く
娼

妓
を
抱
え
て
い
た
松
島
遊
廓
に
お
け
る
娼
妓
の
争
議
を
紹
介
す
る
。

　
一
九
二
五
年
に
は
、
松
島
遊
廓
高
砂
町
の
大
店
東
京
楼
で
娼
妓
の
ス
ト
ラ

イ
キ
が
起
こ
っ
た
。
同
年
中
大
阪
の
遊
廓
は
、
娼
妓
数
は
増
え
続
け
て
い
る

の
に
、
遊
客
数
は
戦
間
期
中
例
外
的
に
二
七
六
、
二
五
〇
人
も
の
減
少
、
消

費
金
額
に
し
て
二
、
二
八
六
、
五
三
四
円
の
減
収
で
あ
っ
た
。
東
京
楼
で
は

娼
妓
一
九
名
を
抱
え
て
い
た
が
、
遊
客
に
対
し
娼
妓
よ
り
風
物
、
飲
食
物
ま

た
は
約
束
以
外
の
花
代
を
強
要
せ
し
め
、
も
し
娼
妓
が
応
じ
な
い
時
は
虐
待

し
、
そ
の
稼
ぎ
の
高
低
に
よ
っ
て
著
し
く
差
別
し
て
い
た
。
不
景
気
で
遊
客

の
足
が
と
も
す
る
と
切
れ
る
晩
な
ど
が
多
く
、
「
小
店
は
競
っ
て
遊
興
費
の

低
減
し
て
い
る
の
に
東
京
楼
の
み
が
こ
う
し
た
営
業
ぶ
り
で
は
遊
客
の
足
が

薄
く
な
り
娼
妓
の
収
入
は
大
打
撃
に
な
る
」
と
、
同
量
娼
妓
た
ち
は
寄
り
認

り
こ
の
対
策
を
密
議
、
到
底
緩
慢
な
る
や
り
方
で
は
反
省
せ
し
め
る
こ
と
が

で
き
ぬ
と
相
談
　
決
、
七
月
二
四
日
の
宵
天
神
祭
り
に
砂
川
は
つ
の
他
＝
二

名
の
娼
妓
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
始
め
、
二
五
日
に
は
一
斉
に
病
気
と
称
し
て
休

業
を
申
し
出
た
。
所
轄
九
条
署
が
事
情
を
取
り
調
べ
る
一
方
、
娼
妓
の
待
遇

に
関
し
て
は
楼
主
か
ら
改
善
を
誓
っ
て
二
八
践
か
ら
平
常
通
り
就
業
す
る
こ

　
　
　
　
⑥

と
に
な
っ
た
。

　
翌
一
九
二
六
年
に
は
、
松
島
遊
廓
高
砂
町
金
成
楼
の
抱
え
娼
妓
…
○
名
が

結
束
し
て
待
遇
改
善
を
要
求
、
　
ス
ト
ラ
イ
キ
を
し
て
い
る
。
同
楼
の
貞
春

（一

O
歳
）
、
浦
風
（
二
八
歳
）
が
他
の
八
名
を
誘
い
、
誓
書
調
印
の
上
、

一
、
客
が
娼
妓
を
指
名
せ
ず
登
楼
す
る
場
合
、
そ
の
繍
手
を
出
す
の
に
、
流

行
妓
や
チ
ッ
プ
を
よ
く
取
る
妓
を
先
に
せ
ず
に
公
平
に
順
番
を
待
っ
て
す
る

こ
と
、
一
、
入
院
中
長
期
に
亘
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
見
舞
い
人
を
出
す
こ

と
、
裡
、
着
物
及
び
敷
布
は
一
切
公
平
に
す
る
こ
と
、
　
～
、
別
途
貸
金
な
ど
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に
お
い
て
も
人
に
よ
り
金
額
に
等
差
を
付
せ
ず
、
均
等
に
す
る
こ
と
。
一
、

そ
の
他
の
待
遇
を
全
都
均
等
に
す
る
こ
と
の
五
二
条
の
要
求
書
を
提
出
、
七

月
一
七
日
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
。
楼
主
側
で
は
狼
狽
し
、
一
八
日
、

一
同
を
集
め
、
な
る
べ
く
要
求
に
そ
う
旨
を
述
べ
た
の
で
、
娼
妓
側
は
結
局

一
八
日
夜
か
ら
就
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
娼
妓
待
遇
改
善
問
題
が
警
察
部

長
会
議
で
も
論
議
さ
れ
、
問
題
は
全
国
に
拡
大
し
、
長
崎
、
和
歌
山
、
蜜
山
、

愛
媛
、
奈
良
の
各
県
で
は
既
に
一
部
の
改
善
を
実
施
し
た
矢
先
で
も
あ
り
、

こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め
、
「
過
般
来
こ
の
種
の
問
題

が
や
か
ま
し
く
な
っ
て
か
ら
大
阪
の
遊
廓
は
何
れ
も
恐
慌
を
き
た
し
、
新
町

遊
廓
の
某
楼
の
ご
と
き
は
、
三
万
余
円
の
老
舗
で
売
買
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
問
題
が
起
こ
っ
て
か
ら
は
、
　
一
万
円
に
も
低
落
し
、
　
一
方
、
廃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

業
希
望
の
者
が
続
出
し
て
い
る
」
と
も
伝
え
ら
れ
た
。
大
阪
で
は
一
貫
し
て

娼
妓
数
が
増
え
続
け
て
い
る
中
で
顕
著
な
例
外
は
こ
の
二
六
年
で
あ
り
、
同

年
中
廃
業
す
る
娼
妓
は
続
出
し
て
い
る
。

　
昭
和
恐
慌
下
の
一
九
三
〇
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
、
遊
客
数
の
増
加
に

も
か
か
わ
ら
ず
遊
客
の
消
費
金
額
は
低
落
し
、
『
大
阪
府
統
計
書
』
は
こ
の

趨
勢
に
着
目
し
、
三
年
続
け
て
「
こ
れ
ら
は
財
界
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
一
つ

を
な
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
も
如
実
に
不
況
が
深
刻
に
お
り
込
ま
れ

て
い
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
過
酷
な
処
遇
に
耐
え
か
ね
た
松

島
遊
廓
金
宝
来
の
論
難
達
一
〇
数
名
が
、
待
遇
改
善
を
求
め
て
ハ
ソ
ガ
…
・

ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
、
最
後
に
は
自
由
廃
業
を
遂
げ
る
と
い
う
争
議
が
闘
わ

れ
た
。
一
九
三
一
年
一
〇
月
一
五
日
、
娼
妓
ら
は
ハ
ン
・
ス
ト
に
突
入
、
楼

主
側
は
や
む
な
く
休
業
し
た
。
娼
妓
た
ち
は
結
束
を
固
め
、
一
九
日
、
血
判

を
押
し
た
連
判
状
を
無
産
婦
入
同
盟
大
阪
支
部
長
・
田
万
明
子
に
送
り
届
け

救
援
を
求
め
た
。
無
産
婦
人
同
盟
は
直
ち
に
救
援
運
動
を
起
こ
し
、
翌
旦
〇

日
、
所
轄
九
条
署
に
署
長
を
尋
ね
調
査
を
要
請
す
る
と
共
に
、
金
宝
来
に
お

い
て
無
産
婦
人
尊
親
の
幹
部
及
び
全
国
労
農
大
衆
党
府
会
議
員
井
上
良
二
、

山
内
鉄
吉
、
熊
本
真
一
ら
と
楼
主
側
の
二
名
、
娼
妓
一
三
名
が
会
見
し
、
強

硬
に
待
遇
の
改
善
を
求
め
た
。
あ
ま
り
に
酷
い
楼
主
の
搾
取
に
対
し
て
警
察

も
取
締
り
の
必
．
要
を
認
め
、
楼
主
側
は
狼
狽
し
、
娼
妓
側
の
要
求
は
全
て
貫

徹
し
た
。
無
産
婦
人
同
法
で
は
覚
薔
を
交
換
し
、
今
後
は
楼
主
側
の
誠
意
を

監
視
す
る
こ
と
に
し
て
引
き
揚
げ
、
娼
妓
た
ち
は
同
日
夜
か
ら
営
業
す
る
こ

　
　
　
　
⑧

と
に
な
っ
た
。

　
が
、
待
遇
改
善
は
実
行
さ
れ
ず
、
　
一
一
月
一
二
日
、
　
一
二
名
の
媚
妓
が
金

宝
来
の
遊
客
に
再
び
血
判
状
を
添
え
た
嘆
願
書
を
渡
し
、
「
誰
か
無
産
運
動

の
有
力
者
に
何
分
の
運
動
方
を
依
頼
し
て
下
さ
い
」
と
頼
ん
だ
。
翌
＝
二
日

夜
か
ら
、
無
産
婦
人
同
盟
は
娼
妓
達
と
会
見
、
ま
た
、
遊
客
の
伝
言
に
よ
り

社
会
民
衆
党
の
日
秋
喬
一
は
、
一
四
日
、
九
条
暑
署
長
を
訪
ね
、
調
停
に
乗

り
出
す
こ
と
の
了
解
を
求
め
、
金
宝
来
の
廓
事
務
所
で
二
名
の
遊
廓
取
締
お

よ
び
九
条
署
高
等
主
任
立
会
い
の
下
、
楼
主
ら
と
の
折
衝
に
入
っ
た
。
こ
の
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結
果
、
娼
妓
の
要
求
条
項
を
全
部
楼
主
が
承
認
し
た
。
同
日
夜
、
日
秋
が
娼

妓
に
交
渉
顛
末
を
報
告
し
よ
う
と
金
宝
来
に
来
た
と
こ
ろ
、
前
夜
以
来
交
替

で
娼
妓
と
対
談
し
冑
由
廃
業
を
勧
め
て
い
た
無
産
婦
人
同
盟
の
女
性
た
ち
が

二
階
の
娼
妓
達
と
衝
会
の
た
め
階
段
を
か
け
上
が
ろ
う
と
し
、
ま
た
二
階
よ

り
娼
妓
が
一
階
へ
な
だ
れ
降
り
、
戸
外
へ
脱
出
し
よ
う
と
し
、
自
由
廃
業
を

し
ょ
う
と
す
る
娼
妓
・
婦
人
同
盟
員
と
阻
止
し
よ
う
と
す
る
楼
主
側
と
の
大

乱
闘
に
な
っ
た
。
「
命
が
け
で
や
る
ん
だ
」
「
廃
業
を
阻
止
す
る
も
の
は
訴
え

る
」
な
ど
足
袋
裸
足
の
娼
妓
は
さ
か
ん
に
わ
め
き
立
て
、
入
口
の
硝
子
障
子

を
た
た
く
な
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
全
国
労
働
組
合
の
争
議
団
が
押
し
寄

せ
、
媚
妓
を
応
援
、
戸
外
で
デ
モ
を
は
じ
め
た
の
で
い
よ
い
よ
大
混
乱
と
な

っ
た
が
、
つ
い
に
娼
妓
達
は
表
戸
を
押
し
空
け
て
な
だ
れ
出
て
、
無
産
婦
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

同
盟
員
・
全
国
労
働
組
合
員
に
護
ら
れ
て
田
万
宅
に
駆
け
込
ん
だ
。

　
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
は
「
せ
っ
か
く
調
停
に
入
っ
て
解
決
ま
で
こ
ぎ
着
け

た
日
秋
は
、
右
の
騒
ぎ
に
施
す
す
べ
な
く
終
始
傍
観
の
や
む
な
き
態
で
あ
っ

た
」
と
報
道
し
て
い
る
が
、
自
由
廃
業
を
姻
妓
に
勧
め
て
い
た
無
産
婦
人
同

盟
大
阪
府
連
合
会
は
、
社
会
民
衆
党
が
自
由
廃
業
を
妨
害
し
た
と
し
て
一
一

月
一
五
日
付
で
社
会
民
衆
党
大
阪
府
連
合
会
宛
に
以
下
の
と
お
り
、
公
開
状

を
提
起
し
て
い
る
。
「
大
阪
松
島
遊
廓
金
宝
来
抱
旧
註
虐
待
事
件
は
吾
が
同

盟
の
手
に
依
っ
て
勝
利
を
以
っ
て
第
一
次
解
決
し
た
が
　
尚
其
後
の
経
過
に

つ
ぎ
監
視
交
渉
を
し
て
居
っ
た
　
然
る
に
貴
党
に
於
て
は
何
故
か
党
員
を
度

々
登
楼
遊
興
せ
し
め
、
媚
妓
の
結
束
を
撹
乱
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
。
こ

と
に
昨
十
四
日
夜
、
貴
党
の
幹
部
日
秋
某
は
数
名
の
壮
漢
を
連
れ
　
娼
妓
が

自
由
廃
業
の
準
備
を
し
て
い
る
室
に
突
如
縞
入
し
来
っ
て
　
之
を
阻
止
す
る

為
　
同
亡
霊
　
岡
島
礼
子
　
由
田
の
ぶ
子
の
両
氏
を
以
て
室
外
に
放
り
出
さ

ん
と
し
て
失
敗
し
た
　
重
れ
許
り
で
な
く
同
盟
員
並
び
に
娼
妓
の
行
動
に
楼

主
側
と
共
に
非
常
に
圧
迫
を
加
え
て
息
ま
な
か
っ
た
　
か
か
る
日
秋
某
ら
の

行
動
は
全
く
楼
主
へ
の
奉
仕
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
二
等
は
貴
党
が
階

級
的
立
場
か
ら
前
記
の
次
第
は
如
何
な
る
理
由
に
基
づ
い
て
為
さ
れ
た
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

公
開
状
に
て
現
箸
せ
ら
れ
む
こ
と
を
求
め
ま
す
」
（
句
読
点
は
原
文
通
り
）
。

　
無
産
婦
人
同
盟
と
娼
妓
た
ち
は
、
同
日
中
に
、
か
ね
て
作
成
し
て
い
た
自

由
廃
業
の
届
出
を
沢
辺
署
長
に
提
出
し
た
。
九
条
署
は
こ
れ
を
受
理
し
な
が

ら
、
そ
の
日
、
娼
妓
全
員
を
「
保
護
留
置
篇
の
名
目
で
検
束
し
た
。
無
産
婦

人
同
盟
は
娼
妓
の
留
置
を
不
当
と
し
て
九
条
署
署
長
に
厳
重
な
抗
議
を
申
し

入
れ
、
ま
た
全
国
労
農
大
衆
党
の
府
会
議
員
も
釈
放
を
要
求
し
た
。
一
九
日

に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
娼
妓
は
全
員
釈
放
さ
れ
た
。
自
由
廃
業
後
、
娼
妓
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ち
は
故
郷
に
戻
っ
た
り
、
結
婚
し
た
り
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
①
　
第
一
章
註
①
②
に
同
じ
。

　
②
　
第
一
章
註
④
に
同
じ
。

　
③
　
石
月
静
恵
「
矯
風
会
大
阪
支
部
の
活
動
一
二
媚
運
動
を
中
心
に
一
」
『
大

　
阪
の
豚
一
中
ハ
』
第
二
六
隠
写
、
六
二
凱
貝
。

　
④
　
『
廓
清
』
一
九
二
九
年
三
月
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⑤
　
今
津
菊
松
『
続
　
労
働
運
動
一
夕
話
』
一
九
五
五
年
、
全
繊
同
盟
兵
庫
梁
支
部

　
教
宣
部
、
二
三
九
一
四
八
頁
。

⑥
端
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
入
月
～
日
。

⑦
同
前
、
…
九
二
六
年
七
月
二
〇
日
。

⑧
　
同
前
、
一
九
三
一
年
一
〇
月
二
〇
、
一
竺
日
。

⑨
　
同
前
、
一
九
三
一
年
一
一
月
一
四
、
一
五
、
一
七
日
。

⑩
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
蔵
「
婦
人
運
動
資
料
」
所
収
ビ
ラ
。

⑪
　
田
万
清
臣
・
田
万
明
子
『
行
雲
流
水
』
青
弓
社
、
一
九
七
七
年
、
二
〇
三
一
五

　
頁
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
資
本
主
義
の
展
開
と
大
衆
社
会
状
況
の
到
来
の
中

で
風
俗
産
業
も
変
貌
、
カ
フ
ェ
ー
と
い
う
近
代
的
享
楽
機
関
が
急
成
長
し
、

他
方
、
遊
廓
と
花
街
は
時
代
に
適
応
し
た
近
代
化
を
求
め
ら
れ
た
。
一
見
自

由
意
志
の
対
等
な
契
約
に
見
え
る
性
の
商
品
化
が
広
が
り
、
女
給
は
飲
食
物

を
運
搬
し
給
仕
す
る
の
み
な
ら
ず
、
芸
妓
は
歌
舞
音
曲
を
持
っ
て
座
興
を
助

け
る
の
み
な
ら
ず
、
構
造
的
に
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
促
さ
れ
る
搾
取
シ
ス
テ
ム

の
中
で
就
労
し
て
い
た
。
「
接
客
婦
」
は
性
的
サ
ー
ビ
ス
の
強
制
と
い
う
同

質
の
搾
取
を
受
け
、
人
権
を
躁
躍
さ
れ
る
が
故
に
、
何
れ
も
社
会
的
侮
蔑
に

さ
ら
さ
れ
卑
し
め
ら
れ
る
と
い
う
二
重
の
人
権
侵
害
を
受
け
て
い
た
と
い
え

よ
う
。

　
性
的
サ
ー
ビ
ス
を
伴
う
労
働
は
、
職
業
生
活
を
通
じ
て
臼
己
実
現
を
は
か

る
可
能
性
の
乏
し
い
貧
窮
層
の
女
性
を
吸
引
し
た
労
働
で
あ
っ
た
。
惨
苦
に

満
ち
た
生
活
の
中
で
、
よ
り
良
い
待
遇
で
働
き
た
い
と
い
う
「
接
客
婦
」
の

希
求
は
、
待
遇
改
善
を
要
求
す
る
争
議
を
頻
発
さ
せ
た
。
本
稿
で
紹
介
し
た

争
議
は
、
新
興
の
カ
フ
ェ
ー
で
働
く
女
給
も
、
カ
フ
ェ
ー
に
圧
さ
れ
延
命
一

挽
回
を
図
る
花
街
・
遊
廓
で
働
く
芸
妓
・
娼
妓
も
、
労
働
組
合
を
結
成
し
て

労
働
運
動
の
一
翼
を
担
い
、
働
く
も
の
自
身
の
経
営
に
よ
る
会
社
を
創
立
し
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
組
織
し
て
待
遇
改
善
を
勝
ち
取
る
と
い
う
様
に
、
道
筋
は
各

々
に
異
な
っ
て
い
た
が
、
団
結
の
力
に
依
っ
て
経
営
者
の
搾
取
に
立
ち
向
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
不
景
気
が
続
く
中
で
労
働
者
に
犠
牲
が
転
嫁
さ

れ
搾
取
が
強
ま
る
こ
と
も
、
働
く
も
の
の
依
り
所
が
聞
結
だ
と
い
う
こ
と
も
、

風
俗
産
業
に
お
い
て
も
他
の
産
業
と
同
様
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
過
酷
な
搾
取

が
行
わ
れ
る
中
で
抵
抗
の
闘
い
は
風
俗
産
業
に
あ
っ
て
も
自
然
発
生
的
に
頻

発
し
、
一
部
は
労
働
運
動
、
無
産
運
動
と
リ
ン
ク
し
て
い
っ
た
。
人
身
売
買

を
排
撃
す
る
廃
娼
運
動
は
、
女
性
を
奴
隷
化
し
て
成
立
す
る
公
娼
制
度
を
次

第
に
追
い
詰
め
な
が
ら
も
性
を
商
品
化
し
て
利
潤
を
追
求
す
る
企
業
の
成
長

を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
い
く
つ

か
の
争
議
は
働
く
も
の
の
勝
利
で
終
結
し
た
。
各
々
は
限
定
的
な
個
別
の
勝

利
で
は
あ
っ
た
が
、
性
の
商
口
開
化
を
強
糊
さ
れ
る
当
事
者
に
よ
る
闘
い
で
あ

り
、
搾
取
さ
れ
る
者
が
搾
取
す
る
も
の
に
対
し
て
敢
行
し
た
闘
い
で
あ
っ
た
。

　
当
事
者
で
な
い
人
々
が
「
接
客
婦
」
の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
容
易
で
は
な
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戦間期大阪に於ける「接客婦」とその運動（藤目）

か
っ
た
。
第
一
に
指
摘
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
「
醜
業
婦
」
と
い

う
呼
称
に
歯
黒
的
な
、
廃
媚
運
動
の
中
の
排
娼
観
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
女
性

の
立
場
に
、
或
は
労
働
者
階
級
の
立
場
に
立
つ
こ
と
を
趣
旨
と
し
イ
、
い
る
人

々
の
対
山
沁
に
も
「
接
客
婦
」
の
立
場
に
立
つ
こ
と
の
困
難
性
は
窺
わ
れ
る
。

大
阪
帯
連
合
婦
人
会
は
媚
妓
の
立
場
よ
り
む
し
ろ
子
供
へ
の
悪
影
響
を
恐
れ

る
「
母
し
の
立
場
で
問
題
を
受
け
と
め
、
ま
た
職
業
婦
人
の
た
め
の
研
究
会

に
お
い
て
も
「
公
娼
ま
た
は
芸
妓
、
仲
居
、
女
給
の
如
き
も
一
緒
く
た
に
職

業
婦
人
と
見
な
し
て
可
な
る
か
」
を
巡
っ
て
意
見
が
紛
糾
し
、
性
を
売
り
物

に
す
る
の
は
職
業
で
は
な
い
と
言
わ
れ
た
。
他
方
、
男
性
を
主
体
に
す
る
労

働
運
動
・
無
産
運
動
に
あ
っ
て
は
、
自
己
の
馴
染
み
に
な
っ
た
女
給
や
獺
妓

の
運
動
に
手
助
け
す
る
と
い
う
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
大
阪
女
給
同
盟
の
除

名
と
消
滅
に
つ
い
て
は
指
導
す
る
側
の
責
任
あ
る
総
括
は
提
起
さ
れ
ず
、
金

宝
来
争
議
に
お
い
て
は
無
産
婦
人
運
動
の
立
場
か
ら
無
産
政
党
に
対
し
て
批

判
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
が
、
「
接
客
婦
」
の
労
働
条
件
と
こ
の
改
善
を
要
求
す
る
争
議
は
、
禽
接

の
早
事
考
で
な
い
と
は
い
え
、
廃
娼
運
動
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
性
の
商

品
化
が
女
性
の
人
権
を
愚
弄
す
る
も
の
で
あ
り
、
風
俗
産
業
労
働
が
窮
貧
層

の
女
性
を
膨
大
に
編
入
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
掛
入
運
動
に
と

っ
て
も
労
働
運
勤
に
と
っ
て
も
本
質
的
に
他
人
事
で
は
な
か
っ
た
。
婦
入
の

解
放
、
労
働
者
階
級
の
解
放
を
求
め
る
な
ら
、
他
人
事
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、

本
質
的
に
生
命
線
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
部
に
は
意
識
化

さ
れ
実
行
も
さ
れ
た
こ
と
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
職
業
婦
人
か
ら
、
真
個
の
勤
労
を

要
求
す
る
前
に
、
先
ず
そ
の
媚
態
を
要
求
し
て
い
る
」
と
い
う
資
本
主
義
批

判
に
立
脚
し
、
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
婦
人
労
働
の
普
遍
性
の
中
に
「
接

客
婦
」
を
位
澱
づ
け
る
視
点
、
「
接
客
婦
」
の
秘
結
運
動
を
支
援
す
る
個
人

と
団
体
の
運
動
の
存
在
が
示
し
て
い
る
。
か
か
る
視
点
と
運
動
の
先
進
性
は
、

「
接
客
婦
」
自
身
の
闘
争
の
可
能
性
と
い
う
問
題
と
共
に
、
今
日
に
な
お
、

貴
重
な
歴
史
的
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
宇
治
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